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四
六
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八
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.
-

:

ス
A

IリV

ダ
地
域
と
は
、第
二
次
大
戰
の
始
め
に
、あ
る
特
殊
な
經
濟 

的
目
的
の
た
：め
に
.形
戚
さ
れ
た
英
連
邦
諸
國
の
.で
グ
ル
ー
ガ
、
と
記
述
さ 

.れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
.連
邦
諸
國
と
い
つ
て
も
英
本
國
が
中
心
と
な
る
の 

で
あ
つ
て
、英
本
國
と
.海
外
連
邦
へ
&
a>
?
®
H
s
e
a
s

 c
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
)

 

-(

海
外
ス
タ
ー
リ
ン
.グ
地
域
は 

Rest of sterlin

-̂Area. JR.S.A.

と

し

て

公

的

Kl
a
ら
れ
.て
い

る)

と

の

間

の

一

金

融

同

盟

(
a

 

m
o
n
e
t
a
r
y

 

-u
n
i
o
n
)

で

あ

り

、
英

本

國

は

そ

の

地

域

の^

<

銀

行

と

し

て

行

爲

す

る

。 

こ

れ

ら

の

地

域

は

そ

の

通

貨

と

ポ.

V

ト

と

の

間

に

あ

る

關

係

を

保

ち

、

在
 

,
外

準

備

を

ボ

ン

ド

で

所

有1

、
.

取

得

を

ポ

ン

ド

に

換

え

、

外®

®

 

'̂
ボ

:ゾ
ド

殘

高
'か

ら

抽

出

す

る

こ

ど

に

よ

つ

て

獲

得

す

る

.こ

と

を

常

と

し
 

.て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

ス

タ

ー

リ

ン

グ

地

域

は

連

邦

金

融

同

盟

と

1
K

わ 

.

れ

乍

ら

、/
迪

邦

の

地

域

と

ば

必

ら

ず

し

も

一

致

し

な

い

の

で

あ

つ

て

、

迎
 

邦

の

メ

ン

バ

ー

で

あ

り

な

が

ら

ス

タ

ー

リ

V

ダ

地

域

に

加

入

し

て

い

な

い
 

.，國

に

力
■ナ

ダ
.が

あ

る

。

ヵ

ナ

ダ

は

ア

メ.リ

カ

合

衆

國

と

の

、
.
卽

ち

ド

ル

と
 

の

經

濟

的

結

合

が

密

接

な

た

め

に

ス

タ

ー

リ

ン

グ

祂

域

へ

の

加

入

が

妨
げ 

.

.ら

れ

て

い

石

の

で

あ

る

。

他

方

、
■
連

邦

に

加

入

し

て

い

な

く

て

ス

タ

ー

リ 

シ

グ

地

域
.に

結

合

し

て

い

る

も

の

は

、
.
.千
丨

ル
.(

前

自

治

領)

、

ビ

ル

マ 

'(

前

イ

ギ

リ

ス

植

民

地)

、

イ

ラ

ク(

前

イ

ギ

リ
.
ス

委

任

統

治

領)

と

ア

イ
 

:
;-
ス

ラ

シ

ド

で

あ

り

、..
前

三

者

は

、

括

弧

內

に

示

し

た

よ

ぅ

に

嘗

て

は

英

本
 

國

に

と

つ

て

外

國

で

は

な

か

づ

た

諸

國

で

あ

る

。

•
こ
.の
連
邦
と
又
.タ
_丨
リ
シ
グ
池
域
と
の
ズ
.レ
に
關
し
て
注
目
さ
れ
る
の
. 

'
'は
、
再
び
ア
ジ
ア
'

U

お
け
る
諸
國
で
あ
る

.0
な
ぜ
、
イ
ン
ド
、
。ハ
キ
ス
タ 

ン
、
ゼ
イ
ロ 

Vが
'
英
本
國
か
.ら
少
な
く
と
も
名
目
的
に
は
獨
立
を
獲
得

し
な
が
ら
、
連
邦
內
に
留
ま
り
、
.そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
に
留
ま
つ

.た
か
。
ビ
ル
マ
は
こ
れ
ら
諸
國
と
異
な
り
、•
エ
I
ル
と
同
機
に
.連
邦
か
ら

. 

離
脫
し
な
が
ら
、
な
ぜ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
內
に
留
ま
つ
た
か
。
こ
れ
ら
_ 

め

囊

は

、
少
な
く
と
も
現
在
に
お
•い
て
は
、
こ
れ
ら
諸
國
自
身
の
利
益 

で
あ
る
と
、彼
ら
が
明
瞭
に
信
じ
た
か
ら
採
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
と
簡
單
に 

云
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
述
.邦
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
'ガ
地
域
へ
と
眼
を
轉
じ 

.る
時
、
後
者
に
お
い
て
は
經
濟
的
利
罄
關
係
が
ョ
リ
明
瞭
に
浮
び
上
つ
て 

來
る
。「

ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
と
迎
邦
と
、双
方
と
も
、
：
.基
本
的
に
は
共
通
，
 

の
利
益
に
關
す
る
種
々
の
*
^
を
共
に
行
な
お
う
と
い
う
意
志
の
あ
る
民 

主
的
政
府
.を
も
つ
自
®
な
人
々
の
連
合
で
あ(

る」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
，、
先
に
擧
げ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
は「

速
^
を
融
同
盟」

と
い
.

.
う

定

義

か

ら

し

て

も

、

こ

こ

に

お

い

.て

は

經

濟

的

關

係

が

支

配

的

で

あ

る
 

こ

と

は

明

瞭

で

あ

る

。XI
,ダ
1

リ
、

V

ク

地

域

に

は

、

ア

メ

リ

.力

合

衆

國

に
 

比

較

さ

れ

る

よ

う

な̂

:

政

府

は

な

い

け

れ

ど

も

、

經

濟

的

紐
*̂
の

み

で
.■ 

結

合

さ

れ

ズ

い

る

の

で

は

な

い

、

と

云

わ

れ

る

。

そ

れ

で

は

經

濟

的

以

外
 

の

紐

帶

は

何

か

、

と

い

う

と

、r

經

濟

的

諸

凄

項

に

つ

い

て

の

メ

ン

バ

ー-
 

間

の

共

同

行

爲

は

、

そ

の

メ

ン

バ

ー

の

殆

ん

ど

，す

べ

て

が

、

ま

た

英

迪

邦
 

の

メ

ゾ

バ
I

で

あ

る

と

い

う

事

實

に

よ

つ

て

、

ョ
.リ

效

果

的

に

な

さ

れ

て
 

き

た」

の

で

あ

る

。

ス

タI

リ

ン

グ

地

域

の

結

合

力

に

經

濟

的

展

素

以

外
 

の

も

の

が

あ
-f
;

、

そ

れ

は

、

そ

の

メ

ン

バ

ー

が

、

大

體

連

邦

の

メ

ン

バ

ー
 

と

一

致

す

る

こ

と

で

あ

る

、

と

い

う

こ

と

は
、

-ス

タ

.丨

リ

ン

グ

地

域

の

非
 

經

濟

的

結

合

力

：は

連

邦

の

非

經

濟

的

結

合

力

に

求

.め

な

.
け

れ

ば

な

ら

な
 

い

、

と

い

う

こ

と

に

歸

結

す

る

。

と

こ

ろ

が

我

々

は

、

迪

邦

の

統

一

の

た

.

英
連
邦
の
.統

1
忙
つ
い
て
の
鐵
え
锊(

下)

>め
の
紐
帶
を
求
め
て
'
政
治
的
、
.軍
事
的
な
も
の
を
喪
失
し
た
今
日
、
そ 

.れ
は
專
ら
、
.精
神
的
な
も
の
に
求
.め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
精 

神
的
紐
帶
も
、
そ
れ
が
ナ
、

V

ョ
ナ
リ
テ
'ィ
の
共
通
.に
基
礎
を
お
く
も
の
で 

あ
る
限
り

.'
-
'
*
_
人
自
治
領
に
お
い
て
の
み
、
こ
れ
を
期
待
す
る
こ
と
が
可
.
 

能
.で
あ
る
こ
と
.を
知
っ
た
。
し
か
し
肖
人
自
治
領
に
お
い
て
も
、
そ
れ
は 

iE

人
人
ロ
の
み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
從
っ
て
ナ
シ 

ョ
.ナ
リ
テ
ィ
の
構
成
要
素
か
ら
み
れ
ば
、
全
連
邦
人
口
中
僅
か
一
，
一
五 

パ
ー
セ
ン
卜
.が
©
人
で
あ
ヵ
、
共
通
の
湛
盤
を
も
っ
に
す
ぎ
な
い
。
か
く 

し
て
精
神
的
統1

の
基
盤
も
薄
弱
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
經
濟
的
紐
帶
を 

求
め
て
連
邦
の
經
濟
的
結
合
の
面
を
柚
象
し
た
も
の
と
し
て
ス
タ

ー

リ

ン 

:

ダ
地
域
に
到f

し
た
。
こ
の
故
に
、
ス
タ
丨
リX

ダ
地
域
の
メ
ン
バ
ー
が 

大
體
連
邦
の
メ V

パ
：！
に
.一
^
す
る
、
■と
い
う
よ
り
も
、
逆
に
連
邦
の
メ 

ゾ
バ
ー
が
、
ス
ダ
ー
リ
ン
グ
地
域
.に
大
體
一
致
す
る
と
い
う
事
實
に
4
っ 

.

.て、
.'
姻
邦
自
體
の
結
合
が
保
.た
れ
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
•と
い
'う
方
向 

に
我
々
は
進
む
べ
き
で
あ
る
。
從
っ
て
こ
こ
で
は
ス
タ
I
リ
ン
グ
地
域
の 

'經
濟
構
造
の
み
.を
對
象
と
し
な
く
て
は
，な
ら
な
い
。
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ス
タ
ー
リ
ン

-グ
地
.域
の
構
造

ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
め
發
展
の
ゝ
1

的
$
^
を
觀
察
す
る
と
、
次
の
三 

.つ
の
こ
と
が
法
目
さ
れ
る
0
.

(

1)

英
带
國
に
包
含
さ
れ
て
い
シ
地
域
の
多
く
の
も
の
は
'-
本
來
、
 

主
と
し
.で
經
濟
的
理
出
の
た
め
に
帝
國
內
に
持
ち
來
ら
れ
た
。
:

.
(

2)

、長
年
の
連
合
の
間
に
、
英
本
國
と
海
外
諸
國
と
の
間
の
經
濟
的. 

紐
帶
は
ョ
リ
發
展
し
、
非
常
に
强
化
さ
れ
た
。
 

.
(

3)

一
七
七
六
年
以
來
、
ィ
ギ
リ
ス
は
植
民
地
の
利
益
を
先
分
に
認 

識
し
、
多
く
の
f

に
、
政
治
的
關
係
が
爆
發
點
に
ま
で
掘
張
す
る
以
前 

に
、
改
苹
に
.よ
つ
て
帝
國
主
義
の
最
惡
の
，諸
樣
相
が
除)

去
さ
れ
る
た
め
に 

.間
に
合
ぅ
よ
y
、
宠
分
i

に
政
治
的
譲
步
を
な
し(

た
。
;- 

•

9)

が
帝
國
を
述
邦
に
變
化
さ
せ
、(

1)

の
基
本
的
性
格
が
、
9)

に 

よ
り
、
ス
タ
ー
リ
シ
ダ
地
域
に
結
實
し
た
と
、
我
々
は
考
え
る
ベ
.き
で
あ 

ろ
ぅ
か
。 

,

タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
構
成
は
'
S
本
的
g

、
英
#

^

鳴
度
に
エ 

業
物
た
國

.で
あ
る
の
_

し
、
他
の
"
1
1
か̂
食
料
及
び
原
料
生
產
國f

.域 

御

到

柑

一

互
^

:

^

要
'
^
!算
.の
^5

?
^

、

多
！角
決 

い
-で
•

」

英
本
國
は
中
央
銀
行
と
し
て
行
動
し
、
 

'その
金及
フか
ため
のプ

1
ル
さ
れ
た
源
^F

 

.
^

^

~

^

3

"

應
じ
て
用
*|
て
る
と
い
う
役
割
^

!

?

^

7

^

ゼ
う
な
英
' 

，本
^

^

^

|

*
域
と
叫
連
劍
が
_

£

2

_的
ズ—

^|
.

,

謂

 

.の

.であ
るな
らば
、

は

蹲

 

:
•合 

^

d

-め
に
ば
' 
各
國
が
さ
^

少
な
く
と
も
^

^ns
n
^,t-

わ
ば
な
：；：̂rs

。

:

'
一.

殷
に
厶
國
と
'13
國
と
が
連
合
す
る
際
の
最
も
1

し
や
す
い
構
成
は 

.
A國

：

完

笔

あ

^

^
あ
る
。英
本
國
は
エ
.業
國
、

'

成
ぃ
は
投
資
國
、
^|
民
¥

農̂
業
國
、
成
.い
i

投
資
國
、
义
ロ
ー
ザ
• 

.ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
流
に
表
現
す
ネ
ば
、
，.英
本
國
は
資
本
主
_
國
、
植
民
地 

は
非
資
本
主
義
國
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
.
と
に
か
く
補
完
的
で
あ
れ
ば 

結
合
の
條
件
は
#
在
す
る
。' .

英
連
邦
の
結
合
の
動
機
と
し
て
、
相
瓦
間
の 

歷
史
的
紐
帶
と
、
彼
ら
の
經
濟
が
生
來
へ(by. 

g
t
u
r
e

補
完
的
で
あ
る 

と
い
う
範
圍
と
、
更
.に
、
共
通
.の
㈣
罾
と

な

る

事
項
に
つ

い

て

の

一
致
し 

た
行
動
を
と

る

こ
•と
か
ら
得
、る
利
益
が
、
擧
げ
ら
れ
て
^
る
。
歷
史
的
紐 

帶
.に
つ
い
て
は
、
我
々
は
- 4

は
や
觸
れ
る
必
耍
は
な
い
。
次
に
、
生
來
、
■

へ
補
完
的
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
.て
は
、
英
本
國
が
、
I

の
利
益
の
觀
點
，
 

.か
ら 
>
—

の
發
^
が
本
_
と
競
淨
的
關
係
に
導
び
く
恐
れ
の
あ
る
植
民 

.地
に
對
し
て
、
.，「

生
來」

' で
は
なV

.

て
故
意
に
補
完
的
位
置
に
止
ま
ら
せ

た
の
で
あ
っ
て
、
植
民
地
の
自
己
發
展
の
利
益
と
相
反
し
て
い
る
の
で
.は 

'な
；い
か
、
と
い
う
批
判
は
當
然
な
さ
れ
よ
う
。
.
.
最
後
の
、

一
致
し
た
行
動 

■
に
っ
い
て
は
、
第
三
國
が
想
婼
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
.0.
.第
三
國
に
對 

し
て
一
致
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
た
め
に
は
、
必
ら
ず

,L 

も
經
濟
が
補
発
的
で
あ
る
必
翦
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も1

致
し
た
衧
動
. 

を
と
る
だ
げ
の
經
濟
的
'P
成
を
も
つ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

.

.以
上
の
よ
う
な「

補
売
的」

と

い

う

こ

と

で

特
徴
づ
け
ら
九
る
構
成
に」

對
し
て
は
、
帝
國
主
f

の
立
場
か
ら
多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
る
ご
と
は
. 

當
然
で
あ
る
。
植
民
地
は
帝
國
に
と
り
、
原
料
市
場
、
商
品
市
場
、
-'
投

資
. 

市
場
と
し
て
意
義
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で「

補
完
的J.

で
は
あ
る
が
、
本

.

.

國
.の
植
民
地
獲
得
、
，保
持
の
最
大
の
原
乱
は
、
金
融
資
本
家
0
超
過
利
潤 

.
•.

獲
得
.の
追
求
：で
あ
る
。、.卽
ち
、
英
本
國
と
海
外
諸
地
域
と
め
間
の
經
濟
的 

.

.

細
帶
と
は
、
.英
本
國
の
i

に
基
づ
い
た
紐
帶
で
あ
る
。
ダ

ッ

ト

に

よ

っ
. 

.
て
も
、
植
民
地
制
度
の
本
質
は
、
植
民
地
へ
の
經
濟
を
帝
國
主
義
國
の
經
濟
.

.

の
要
來
に
從
屣
さ
せ
る
と
い
う
事
實
で
あ
.り
、：
こ
の
一
般
的
關
係
は
、
植

•■
* 

民
地
の
次
の
よ
う
な
役
割
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
 

•

(

1)

低
靡
な
原
料
と
原
始
生
產
物
の
源
康
。

.

‘ (

2)

相
對
的
に
高
價
な
带
國
主
義m

のh

業
製
品
の
た
め
の
市
場
。

、

.

ス
3)

植
民
地
.の
資
源
と
勞
働
の
的
搾
取
の
基
礎
の
上
に
、
植
民 

地
的
超
過
利
潤
の
獲
得
の
た
め
の
、
荚
配
的
帝
國
主
義
國
の
資
本
家
階
敬
、
 

欠
よ
る
資
本
の
轍
出
の
た
め
の
投
資
領
域
。

：

.

'

-
■
.
ダ
ッ
ト
'は
.以
上
の
も
の
を
擧
げ
て
い
る
が
、
M
に
、

(

4)

帝
國
主
義
國
の
軍
事
寒
地
。
'

.
:■
. 

. 

.

.;
:

■:
:

レ

：英
連
邦
の
統
一
へ
に
づ
.
.ぃ
て
、
の
覺
ぇ
：書
A
下
>

.

'

と
し
て
の
役
割
が
附
加
さ
る
べ
会
で
あ
み
ぅ
"
そ
し
て
、
英
本
國
及
び
若 

.干
の
自
治
領
は
帝
國
主
義
國
で
あ
り
、
他
の
諸
國
は
文
字
通
り
植
民
地
で 

戈
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
構
造
‘を
も
つ
た
^
本
目
は
、
世
界
に
兜
が
け
て
產
業 

’革
命
を
通
過
し
た
國
■と
し
て
、
世
界
のH

場
と
か
り
、
英
帝
國
に
陽
の
沈 

む
こ
と
は
な
い

、

と
稱
さ
れ
、
ユ
ニ
オ
ン
•
ジ
ャ
ッ
ク
は
七
つ
の
'海
に
は 

た

め

い

た

，
の
で
あ
'つ
た
。
ど
こ
ろ
が
英
本
國
の
相
對
的
弱
化
、
特
に
經
濟 

的
危
機
が
、
豸
ー
ー
.ダ
力
®
^
、
誰
の
眼
に
も
朗
ら
か
と
な
つ
て
き
た
。
連 

邦
め
金
融
同
盟
と
し
て
の
ス
タ
I
リ
シ
ダ
地
域
が
、
免
に
指
摘
し
た
よ
う 

'

■第
二
次
欠
戰
の
開
始
時
に
形
成
さ
れ
た
.の
で
あ
る
な
ら
、
英
本
國
及 

び
英
帝
國
の
蓝
機
と
ス
タ
i
y.v

ク
地
域
の
1

と
の
間
に
、
何
ら
か
の
. 

關
係
が
あ
る
こ
と
が
.想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

. 

.

.

(

1)
T
h
e

 Sterling>rea, E. 

p A., p* 14.

(

2) 

Ibid., 

p
r
eHJ
co
c
e
,

(

.
3

) 

Ibid.'p. 

2

P

、

(

4) 

D
u
tcf
;
闩 he

 

0 ̂Britain 

and 

the 

writishl,
E
m
p
i
r
e
'
p
.

 243,

_

 

, 

,

.

8 

'國
際
收
支
.の
，危
機

.

、
’

•—
-

コ
サ
ン
>
ダ
ッ
ト
の
見
解
I
 

.

、

..第一

..一
次
犬
戰
後
に
_
在
化
し
た
英
本
賢
び
英
帝
國
の
危
機
の
現
象
形
.
 

臉
と
し
て
、
ダ
'ッ
ト
は
次
の
よ
ぅ
な
も
の
を
列
擧
し
て
.い
る
。
，
.ま
ず
、
戰 

後
の
物
資
缺
芝
と
不
安
、
次
に
ド
ル
危
機
と
國
際
收
支
の
義
：、
こ
れ
に 

つ
い
て
，は
.

マ
，-

シ
ャ
.ル
援
助
'が
、
.解
決
を
提
供
す
る
と
思
わ
れ
た
。
更
へ
に

.■
'
, 

'
 
-
:
,-
'
-
\ 

: 

'
V 四
九

'.
'
'

(

八
.
.三七
.

)

•
.



.
一
1
!si
.
.學
會
雜
認
.

_

四
十
七
卷
#

八
双 

'、
，

ィ
ノ」

'
'

:
ブ
九
！I
九
年
の
平
價
切
下
の
危
機
。T

九
五
〇
年
ま
で
に
、
，朝
鮮
動
亂
と

：
. 

柯
眾
備
の
た
め
，の
蓄
賴
に
伴
な
う
.
價紙
騰
貴
、交
易
條
件
の
'恶
化
、卽
ち
原
-'

料
危
機
、T
九
五
.

1

年
ま
で
に
は
n
ひ
國
際
收
茭
办
危
機
に
戾
っ
た
，の
で 

.あ
^

こ
の
よ
う
な
帝
國
主
義
制
度
办
：危
機
の
根
本
的
原
因
は
、
.以

前

に•：， 

も
離
げ
た
よ
う
に
、
帝
國
主
義
よ
り
解
放
さ
れ
た
新
世
界
の
登
場
へ
ア
メ 

リ
.力
金
融
資
本
へ
の
從
厲
、
植
民
地
.の
反
抗
、
ィ
ギ
リ
ス
人
民
の
社
會
主
. 

義
へ
の
指g

で
あ
る
が
、
'之
を

み

，て
，
も

判

る

通

り

、
究

極

の

と

こ

A
資
本 

主
義
そ
の
も
の
の
龜
で
あ
る
。
そ
れ
は
第1.1

次
大
戰
後
の
、

.一
時
的
、
.

. 

'特
殊
的
な
も
の
、で
は
な
く
、
制
度
そ
の
.も
の
の
矛
盾
よ
り
，來
み
恒
久
的
な 

i

で
あ
り
、
2
を
解
決
す
る
に
は
、
資
本
主
義
制
度
そ
の
も
の
の
廢
槳

' 

を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
.し
こ
こ
で
は
、
.特
に

こ

の

.
^
^
の 

最
大
の
現
象
形
態
で
あ
る
ド
ル
不
足
、
'と
や
う
こ
と
の
直
接
的
原
因
§
 

究
し
て
.み
よ
う
。
け
だ
し
、
ド
ル
不
足
は
ス
タ
ー
リ
ン
.グ
地
域
の
組
織
と 

最
も
關
係
深
い
も
の
で
あ
る
か
ら
。

■ 

. 
\ 

.

通
常
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
國
際
收
茭
の
赤
字
の
原
因
は
'
第
二
次
大
戰 

中
に
资
源
を
費
消
し
っ
く
し
た
と
い
う
事
實
に
他
た
ら
な
い
0

一
 
九
五一

年
十
月
の
選
擧
放
送
で
、
ア
ト
リ
ー
はr

戰
爭
に
お
い
.て
”
我
々
は
、
我

.

が
投
資
の
大
部
分
を
寶
り
、
'我
が
輸
胡
貿
易
が
凋
落
す
る
の
を
見
遂
ら
な 

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
戰
举
中
に
、
ア
メ
リ
カ
の
武
器
贷
與
法
は
我
 々

を
不
安
か
ら
解
放
し
た
が
、
平
和
が
戾
っ
て
來
た
時
、
謂
態
の
嚴
し
い
現
. 

寶
に
直
面
し
か
、j

と
演
說
し
た
。
卽
ち
彼
も
ま
た
、，ド
ル
不
觅
の
最
大
原
へ 

因
を
戰
带
に
歸
し
た
の
.で
あ
る
。
之
に
對
し
て
、
.ダ
ッ
ト
は
、
危
機
が
第

. 

，
ニ
次
大
戰
ひ
結
果
、
卽
ち
ー
時
的
な
、
且
つ
特
別
な
原
因
に
よ
る
も
の
で

.

. 

.

.
-
-
-
五 

0 

.

(

八
三
八)

-

,

.

.
あ
る
、
.と
い
う
說
明
に
反
駁
し
，
こ
の
說
明
の
不
適
當
な
理
屈
.と
し
て
、

' 

.

.

.

.

.

次
の
.ブ
ー
づ
を
擧
げ
て
い
る

:0
'〉

： 

：

.

ノ
 

へ:
(

1)

諂
ニ
次
大
戰
に
よ
る
荒
廢
は
、
ゾ
連
と
東
歐
諸
國
に
お
い
て
、

イ
■ギ
リ
ス
.
.と西
歐
よ
.り
も
更
.に
甚
だ
し
か
つ
た
こ
と
、
..■そ
れ
に
も
拘
わ
ら 

ず
、
戰
後

<0
-復
興
と
生
產
と
生
活
水
準
■の
防
上
は
、
前
者
は
後
者
よ
り
も 

:遙
か
に
進
み
、
そ
.の
上
、
イ
ギ
リ
ス
と
讓
の
蒙
っ
た

.よ
う
な
ド
.ル
不
’足 

■

や
國
際
收
茭
の
不
足
と
い
う
危
機
に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
、
 

ノ
イ
ギ
リ
ス
の
危
機
が
、
戰
爭
に
よ
る
荒
廢
の
不
可
避
的
な
結
果
で
あ
る
丄 

い

う

說

明

は

觊

ま

り

；で

4
る
。 

t 

■ 

C

3
イ
ギ
リ
ス
.の
國
際
收
支
の
不
足
は
、
旣
に
一
九
三
〇
年
代
に
始 

ま

り

、

ー
一
ー
八
年
疼
は
七
〇
、

.
0〇
〇

、0

0

0ホv

ト

と

い

う

著

.し

い

額 

:
に
達
し
て
い
，る
。
何
も
第
一
.一
次
大
戰
後
に
始
ま
.っ
た
わ
；£
で

は

な

い

。
.
.
そ 

:

.れ
を
發
生
さ
せ
る
要
因
は
戰
前
よ
り
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

.
_こ
の
よ
う
に
、
ダ
ッ
t
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
國
際
收
吏
の
不
足
を
、
第
.ニ 

.
、
次
大
戰
中
の
荒
廢
と
消
費
に
求
め
る
こ
と
に
反
對
し
て
い
る
の

で

あ
る 

.，が
、
こ
の
點
を
別
の
角
度
か
ら
み
て
み
よ
う
。

,

,
.戰後
の
國
際
收
支
め
不
足
と
關
連
さ
せ
て
、
逋
常
沄
わ
れ
て
い
る
戰
爭 

中
の
荒
靡
は

.'

.

(

l

y
轍
出
の
喪
失
。
イ
ギ
リ
ス
の
it
出
貿
易
は
1

1
§
三

分

の

-
ー 

一
以
下
に
萎
縮
し
た
。
.
.

(
2)
海
外
投
資
の
喪
失
。

一
九
四
五
年
に
お
け
る
海
外
投
資
よ
り
の 

.
純
所
得
は
、

.一
九
三
八
年
の
額
の
半
分
以
T
で
あ
ろ
う
。

:

(

3)

:>
船
舶
の
喪
失
。
イ
ギ
リ
ス
商
船
の
戰
前
の
ト
ン
數
の
半
分
以
上

， 本 :國 : 鞞 常 ‘國 際 收 支 へ  

。  ( 単 位 1 0 0 萬ボ ン ド ）

输出 輸入 •收支尻
受取 支拂 m 船舶關  

係 (純 ）
政 府

支出
その

他 合 計

=1938 533 835 -8 0 2 205 30 175 20 - 1 6 53 - 7 0
1946 •905 .1081 —176 154 83 丨 71 29 -3 6 8 95 —344
1947 1135 1660 —42o 174 94 80 . 33 -2 3 0 . - 3 - 5 4 5
1948 1684 1790 —206 179 102 77 76 - 8 7 111 一 29
1949 1822 1973 -1 5 1 189 104 85 83 —142 146 21
1950 2223 2382 -1 5 9 237 114 123 115 —140 282 221

5 .

出
の
增
大
が「

新
奇1

で
‘

■あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し.

て
も
、
そ
れ
がr
例
外
的」

で

あ

る'^
ど

う

か

に

は

大

.い

.に
問

題

が

あ

ろ

う

。

コ.

.

ナ
ン
自
ら
も
、
政
府
支
2
2

の
總
顋
は
.依
然
と
し
て
高

.>

.
く
、
. 

T
Jf
i
事
支
出
に
當
て
.

ら
れ
る
部
分(

約」

0
0、

，

〇
〇
〇
、〇
0
〇
ボ
ン
ド)

は
、
現
在
の
情
勢
に
お
い

て
は
急
速
に
は
減
少
し
そ 

(

6

〕

 

•

.う
に
炎
い」

.こ
と
を
認
め

. 

.
て
い
る
の
で
あ
'る
。

'

■;
こ
の
政
府
澈
外
支
出
は
，
 

_ダ
'ッ
ト
が
最
も
注
目
を
拂
. 

，
う

頌

肖

で

も

あ

る

0

イ
ギ 

リ
ス
政
府
は
、
そ
の
國
際
'
：
' 

收
支
の
最
も
固
難
な
.時 

。に
、
；
莫

大

な

額

を
.ス
タ
ー
.

•
 

リ
ツ
グ
地
域
に
役
資
し
て 

'い
る
。

一
九
四
七
年
よ
り 

)

五
一
年
ま
で
の
間
の
英
本

s

A

三
九)

が
戰
每
中
に
失
な
わ
れ
た
。

. 

.

4
,

)
-

海
外
負
僚
の

-i
t
加
。
英

本

獨

U

.

K

W
は
#

Mさ
れ
た
ポ
ン 

ド
殘
高
の
形
態
で
：

]0
:
大

な

炱

債

を

蒙

つ

，た

0 

,

,

‘

し
か
し
.な
が
ら
下
の
表
を
檢
尉
し：

て
み
る
と
、
.右
の
中
、
T)

、
C
2

)

、
 

:

(

3)

を
戰
後
の
國
際
收
支
0
不

足

の

原

因

と

す

る

こ

•と

は

不

當

な

こ

と

が 

■■
:
判
明
す
る
。
；戰
後
の
不
足
は
贸
易
收
茭
の
■逆
の
增
加
.の
：

i

果
で
な
い
こ
と
一 

は
明
ら
が
で
あ
る
。一

九
四
七
年
を
除
い
て
は
、
.
'戰
铎
の
.贸
易
勘
淀
の
不 

,足
，；
は
，
戰

前

よ

り

も

少

な

か

.つ
：た
の
で
あ
る
。，
第
二
.に
海
外
投
資
か
ら
の
所 

.得
の

減

少

は

：；小

均

衡

の

主

要

な

原

因

で

は

な

い

。
' 一
九
四
六
年
に
お
い
て
'. 

.利
子
.に
よ
'る
總
受
取
額
は
戰
前
よ
り
も
約
五
〇
、
〇
〇
〇
、
O

0

Oボ
ン 

ド
少
な
い
だ
け
で
あ
つ
て
、
.總
不
足
に
此
べ
れ
ば
明
ら
か
に
重
耍
で
は
な 

い
。
，
第
一
ー

£
、

戰

帶

中

に

蒙

つ

た

負

廣

.の
た

め€)
:利
子

の

負

擔
%■
相

對

的
 

に
小
：で
あ
る
。
利
子
吖
負
の
項
目
は
、

一
.九
'
1
1
ー.八
年
が
らI.

九
四
六
年
ま
：
 

'で
：の
間
に
.
、

K
0
、
0
0

0

>

0

0

0

ボ
ネ
浪
土

.に
は
殆
X
ど
增
加
し： 

な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
''
船
舶
關
係
受
取
額
は
、
.グ
ロ
：ス
.：に
お

い

て

も

、
.
ネ 

.マ
ト
に
お
い
て
も
、
戰
前
よ
り
大
き
い
。
一
-;
の
故
に
、：'..こ
の
項
歐
に
：闘
す
：
 

る
限
り
、
船
舶
關
係
所
得
の
增
加
.

：

は
：、
•
そ

の

他

の

原

因

か

ら

生

じ

た

不

足 

を
補
ぅ
.の
に
役
立
つ
て
き
だ
と
一
本
ぅ
方
が
茁
確
で
あ
る
。.
が
く
'じ
て
、

「

と
：

.

.の
表
.の
卬
E
7K
さ
れ
^

K

の
唯1

の
.變

化

は

：、
芷

常

の

、
或

い

は

恒

常

的 

..な(ordinary or p
e
r
m
a
n
e
n
t
)

範

疇

に

：
で
は
な

く

て

：

:.
'
.政
狩
.の
海
,
 

'外
支
出
の
た
め
の

、

新
奇
且
つ
例
外
的
な
9
0

<}
0)
1and exc

c&.ptional 〉

 

.不
足
に
あ
る
。」

も
し
も
と
の
頃
目
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
二
九
四
七
年
を 

へ
除
き
、戰
後
は
毎
年
擊
で
知
つ
：だ
替
で
お
を
。ゼ
U
て
こ
：.の
：敗

騷

外

荠

'

英
連 
f

fe
.
.
l
fc
#
:
.
$ 

.
:
ム



1949 Jm o  '合 割 年 間

七節8 -651
166 1,423
97 903

163 . 1,787

年  度

國際收支（過不足 ) .

政 府 海 外 支 出  

上の中の海外軍事•支出 

ド ル 援 助

1946 1947 1948

—344 -5 4 5 -2 6

627 359 188
374 209 113

279 812 245

イギリス國 .收支友び政府海外支出（1946— 50)  

( 單 位 1 0 0萬ホ* ンド） *

6

.
83
10
88 

h
 

1

1

 

2
,

國
の
ス
タ
ー
リ
ゾ
グ
地
域
へ
の
新
授 

資
は
、
九
九
六
、
〇
〇
0

- '
〇

〇

〇

ポ
.'

'x

ド
以
下
で
は
な
か
っ
た
。
.一
九
四 

'■

五—

五
〇
年
の
五
年
間
の
國
際
收
支

. 

の
金
不
延
は
六
五
1

、
0

〇
〇
、
〇 

〇
〇
ポ
ゾ
ド
、
.同
年
！！
の
杂
政
府
海 

外
支
阳
ゆ
ー
、
四
ニ
三
、
〇
〇
〇
、

.

0〇
〇
ポ
イ
ド
、
同

.̂間
の
上
の
芟 

出
中
の
海
外
眾
事
支
阳
は
九
〇
三
、
 

0

0

0>
〇
〇
〇
ポ
ゾ

ド
、
が
く
し 

、

て
こ
の
五
年
間
の
國
際
收
茭
の
不
足 

'

は
、
全V

ベ
ヴ
ィ
ン
氏
と
ア
ト
リ
i 

.
氏
の
チ
ャ
ー
チ
ル
.氏
と
密
接
に
迎
合
.

一
し
た
、
苴
大
な
外
國
に
お
け
る
琨
事：

,_

的
同
中
東
、香
湛
、マレ

.

.イ
、帝

國

. 

の
瞥
備
、
そ
の
他)

に
歸
す
る
。
こ
の 

海
外
*
m

事
茭
か
が
な
か
っ
た
な
ら 

ば
、
英
國
市
民
を
惱
ま
せ
た
赤
牢
問
..
 

題
は
^

在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
ぅ
。

イ
ギ
リ
ス
勞
働
黨
政
府
の「

福

祉

國
.

 

家」

は
植
段
地
人
の
撺
取
の
上
，に
築 

か
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
帝
國
の 

S

性
格
に
は
何
の
變
化
も
な
い
c

in

ち

三
田
學
會
雜
誌
'/
.
-第
四
十
七
春
'.
'
.0
八
號

五
ニ 

(

八
四
〇)

•.
'

'
ス
タ
！
リ
ゾ
'
グ
^

S

な
る
も
の
.は
、
舊
來
の
帝
國
の
經
濟
的
禪
造
と
全
く 

f
p
.

じ
.
.で
あ
る
、'
.と
い
う
の
.
が
ダ
ッ
ト
の
.見
解
で
あ
る
。
.
政
府
海
外
支
出
が
_ 

戰
後
の
國
際
收
支
の
不
足
の
斷
因
と
み
る
こ
と
に
お
い
て
は
、

' 
コ
ナ
.ン
と 

ダ
ッ
ト
は
一
致
す
る
が
、
.
前
者
技
、
こ
の
政
府
海
外
支5

S

の
原
.因
よ
り
も 

そ
れ
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
ョ
リ

多
く
注
自
し
、
.

こ
れ
を
新
奇
且
つ 

例
外
的
と
み
る
。
従
者
で
は
、
.本
來
赤
字
に
な
ら
な
い
も
の
が
政
府
支
出 

の
た
め
に
赤
字
と
ト
£

り
、
' 
し
が
も
こ
の
政
府
支
斑
こ
そ
帝
國
主
義
的
政
策 

•

，の
現
象
形
態
で
あ
.る
。

1

股
に
は
、
國
際
收
筆
足
の
危
機
を
襲
の
現 

象
で
は
た
く
て
、*'
危
機
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
、
，從
つ
て
、
消
費
を
節
約 

.

.

.

.し
、
生
產
を
增
加
し
、
職
入
を
削
減
し
、
輸
m

を
獎
龅
し
て
、
こ
の
危
機 

,
;
.
.
氣
乘
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
嘗
て
私
的
資
本
で
¥

ら

行

な

わ

れ
.^
海

外
 

投
資
が
、
現
在
で
は
.專
ら
政
府
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
、
と
い
う
點
で
は 

そ
れ
は
コ
ナ
ゾ
の
ーK

■う
よ
う
に「

新
奇」

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
基
本
ly
'

M
 

.■
は
同
一
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
带
國
主
義
國
の
構
造
よ
り
す
る
必
然
の
政
策 

..

で
あ
り
、
決
し
てT

例
外
的」

な
も
の
で
.は
な
い
。
從
っ
て
國
際
收
茭
の 

不
足
間
題
の
解
決
ば
、
帝
國
主
義
の
駿
棄
と
い
う
ご
と
に
な
ろ
^
。
コ
ナ 

ン
、
ダ
ッ
ト
の
見
解
の
分
れ
る
と
こ
ろ
は
、
右
の
點
と
思
わ
れ
る
が
、
今 

は
こ
の
點
を
離
れ
て
、
.ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
制
度
が
、
英
本
國
、
海
外 

ス
タ
ー
リ
.
ゾ
ダ
地
域
諸
國
、
.全
體
に
と
つ
て
有
利
と
考
え
ら
れ
て
い
る
點

.に
考
察
を
進
め
よ
う
0

..
,

. 

.

.

(
1)

Dut
t
;

 TheoHisis of Britain 

a-nd 

the 

British

E

日pire, p. 22.

(

2) 

IlDid., p. 26
。

‘
 

(

3) 

Ibid., p. 378. 

'

(

4) 

Co
n
a
n
;

 T
h
e

 stsriin

oqArea, 

d
, 7. 

’

5) 

.
 Ibid., 

p
.o;
.

.
(

6) 

Ibid., p. 7.

广
7) 

Dutt.; o
p
.

'a
t,, p. 33s.

.(

8) 

Ibid., p. 

」

(

9) 

.Ibid., p. 

4
S
.
.

.
9

ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
制
度
の
經
濟
的
價
値
：

'
ス
^
丨—

リ
^
,グ
地

域

勸

1

^
利

證

I、先
に
も
指i

し
た
ょ
ぅ
に
、
 

本

^.
^
?
-
|
‘

柔

_
經
濟
と
補

■

關
係
に—

あ
る
.と

^

」

ろ

S

濟 

と
の
"

と
に
#-
^|
る』

英
本
證
主
と
し
て
工
業 

製
品
を
輸
出
し
、
食
糧

.品
及
び
原
料
品
の
輸
入
國
で
あ
る
。.海
外
ス
タ
ー 

リ
ゾ
ダ
地
域
は
、
全
體
と
し
て
は
、食
糧
及
ぴ
原
料
の
純
轍
扭
國
で
あ
り
、、
 

.

.エ業
狀

^
の
純
輸
入
國
で
あ
る

。
' 

(

以
下
、
英
本
國
を
！1
5
*1<
:
*、
每
1 

ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
を
丘

、

S 

• 

<
，
と
略
.稱
す
る)

.こ

.の
よ
ぅ
な
#
造 

に
お
い
て
は
、
 

V 

. 

.

'
交
易
條
件
が
.一‘方
.に
有
利
に
な
れ
ば
、
他
方
に
不
利
と
な
る
。
い
し
ス 

タ
I
リ
ゾ
グ
地
域
唸
融
同
盟
が
存
在
し
な
げ
れ
.ば
、
交
易
條
件
が
U
„
K‘：，
 

，
に

有

利

に

動

く

時

は

、
.
何

時

で

も

そ
め
度

に

、ポ
シ
ド
阒
直
引
上
へ
の

!
: 

T
が
あ

る

プ
义
易
條
你
がU 

•
■!
<
•に
不

利

に

動

け

ば

、
何

時

で

も

そ
の 

.'度

に

ボ
■

'/
h

傲

第
ひ

下
.へ
..の
傾
向
が.あ
る
で
あ
ろ
ぅ

.。さ
て
、
R
.
,
.
s
V
. 

諸

國

の

交

易

條

件

は
'
U
.
K，
：
の¥

.
英
連
邦
の
総

一
に
つ
い
ての烙
え

赉

(

下

)

く

®

庇

があ
る
。

X
ダ
ー
'リ
ン
グ
地
域
制
度
が
存
在
し
な
け
れ
ば
1
交
易 

條
件
の
有
利
に
基
づ
く 
u 
*

K

•ポ
ン
ド
の
こ
の
よ
う
な
則
上
は
、
R

.
 

S
 

• 

A

:通
貨
の
引
下
を
伴
な
；̂
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
こ
の
交
易
添
件 

■.の
運
動
は
R
 • 

S
 

• 

A
 

•

に
^
つ
て
不
利

だ
か
ら
で
あ
る
。

同
樣
に
、
交 

.
易

條

件

の

不

利

の

た

め

に

；！

5
; K
 

•ポ
ン
ド
が
價
値
を
失
な
う
傾
电
文
、
 

こ
の1

父
晶
條
件
の
運
動
が
有
利
で
あ
る
、

R
•

S

•

A

;諸
國
の
通
貨
の 

則
上
を
導
び
く
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
こ
れ
ら
ニ
つ
の
運
動
が
賞
徹
す 

:

る
に
應
じ
て
、
も
し
も
ス
タ
ー
リ
ン
'ダ
地
域
制
度
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

U
 

• 

K
 

•
は
、
交
晶
條
件
が
有
利
に
動
く
時
は
、
響
に
お
け
る
よ
り
ヨ 

リ
よ
く
な
り
、
R

• 

S

-

V

A

-•

は
ヨ
リ
惡
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
%

方
、
交 

易
條
件
の
逆
の
運
勤
は
、.
.こ
れ
ら
の
諸
國
が
ス
f

ン
リ
ダ
地
域
制
度
內 

に
あ
る
よ
り
も
、

u
 

'K:

•を
ヨ
リ
惡
く
さ
せ
、

R

.

. 

S
 

• 

A
 

•
を
ヨ
リ 

提
く
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
 

ト

，

j

父
易
條
件
は
最
氣
變
動
に
從
うo

も
し
ロ

.
K
.通
貨
と
只

•
S
A
, 

通
貨
と
が
夫
々
孤
立
し
た
通
貨
2

つ
た
な
ら
ば
、％

 V
、

ハ
I

諸

國

の

通 

貨

の

各

々

，
の

在

外

價

値

に

は

、

景

氣

變

動

の

强

.い

傾

向

が

ぢ

る

で

あ

ろ 

.

う
0
こ
の
傾
昀
は
、
國
內
の
'ィ
ン
フ
レ
、
デ
フ
.レ
政
策
に
よ
つ
て
相
殺
さ 

.

れ
る
こ
と
が
で
き
る
•。
し
.か
；し
こ
れ
ら
の
政
策
は
屢
々
有
害
で
あ
る
。
補 

•

完
的
經
濟
間
の
金
融
同
盟
は
、
メ V

、

ハ
ー
諸
國
の
通
貨
の
在
外
價
値
に
つ 

い
て
、
'.國
內
の
信
用
のP

勤
な
X
に
、
そ
れ
と
同
機
な
雲
效
果
を
も
つ 

'こ
と
が
；で
き
る
0
X
タ
1
リ
ン
グ
地
域
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
同
盟
で
あ 

■
り

、
そ

の

メ

ン

バ

ー

の

通

貨

の

，
在

外

價

値

は

.、

こ

の

補

完

的

經

濟

の

金

融 

.
同
盟
に
よ
つ
.て
安
定
し
て
い
る
。
卽
ち
、
_ス
タ
"
リ
ン
\
地
域
は
、
us
._

、
.
•;
- 

V 

- 

, 

- 

,

:

.五.

.三

.
'

(

八
四
.ロ 
' 

•



英 本 國 （U . K . ) 海 外 投 資 l 
，（単 位 ；1 0 0萬ポンド )

. 1988 1945 1947

オドストラリ、ア 

ニ ュ ジ フ ソ ド

南ァフリカ

ィ ン f
諸 植 民 地 2

力 ナ ダ  

ァメリ力合衆國 

-そめ他の地域 _•

/アルゼンチン 

. プ .ラ.ジル

その他の,ラテン

620 429 401
184 107 • 68
199 111 132
888 82 60
258 238 237

420 208 168
263 88 76

368 ‘ 318 44
164 108 79

2X4 176 164

217 186 167
60 46 46
37 37 86

8545 24X7 1967合 計 4

1. 名目價値

2. セイロンを含まず，南口一デシアを含

' ' .'.'む。'ノ ..

3• メキ'シコを舍み、キューバを含まず。

4 r ここに示された以外の諸國を含む。

ア メ 1? 力 3
ョ.一口ッパ

H 本

中 ' . '  國

* • > • ぐ•

,
.

:,

」

■■
と
'
'
'
'
、

る
相
亙
资
金
保
障
の
制
蕾
の
で
あ
る
。
.
.
-'
;
'

へ1)
M
e
y
e
r
;

 w
n
t
a
i
n

 Thosterling A
r
e
a

 and Hurope,

V
P
.
.
P 

一''

■■

'

 

-

 

.....
 

■.

.
':
. 

• 

* 

- 

. 

• 

.
.
.
.

 
.

•■

:
:'.
10
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
內
の
重
心
の
移
動
へ

.
——

平
價
切
下
の
問
谓——

/ 
.

金
融
同
盟
と
し
て
の
ス
タ
I
リ
ン
ダ
地
域
制
度
'は
、
戰
爭
後
、
そ
の
構
一 

成
に
變
化
を
み
た
の
は
當
然
で
あ
る
。

U 

• 

K
;

:

の
海
外
投
資
が
、
戰
爭
'

中
及
び
戰
後
に
蒙
つ
た
變
化
の
場
と
大
き
さ
.は
、大
體
、左
の
表
に
ょ
つ
：て
：
■

- 

- 

-

、

. 

五

四

(

八
g
r
s

示
さ
れ
る
。：

ス
タ
.
1

V

V
ダ
地
域
.に
お
い
.て

戰

爭

中

の

最

大

の

變

化

は

イ

. 

v

ト
：で
あ
る
。
'
.又
、.債
務
國
、
債
權
國
の
地
位
の
變
化
を
み
る
時
、
：注
目 

す
べ
は
U 

•!<
:
*の
變
化
で
：あ
る
。
戰
前
の
資
本
勘
定
の
ネ
ッ
ト
の
地
位
は 

次
頁
の
上
表
の
如
く
で
あ
る
？
戰
後
の
そ
れ
は
卞
表
の
如
く
に
な
る
。
卽 

ち
u 

.
K•は
、
投
資
收
益
勘
定
に
お
い
て
は
偾
權
國
の
地
位
に
も
拘
わ
. 

ら
ず
、資
本
勘
定
に
知
い
て
.は
縫
務
國
と
現
わ
れ
る
の
で

'あ
る
。と
に

か 

<!
、
,

後

傲

激

國

丨

便

權

國

の

紙

位

に

大

き

な

變

動

,̂
あ

つ

た

こと
は
 

事
實
で
あ
る

.0
そ
れ
が
.

1

時
的
な
も
の
か
、
..長
期
的
な
も
の
力
は

別

と

し
 

て
も
、
こ
れ
ら
の
變
化
は「

こ
の
制
處
の
中
に
作
用
し
て
い
る
、
あ
る
力 

の
衝
擊
の
ft
1
で
あ
る
。
.
}
.
こ
の
こ
と
は
、も
は
や
以
前
の
よ
う
■に
、
U
.
K
.

.
'し

.

.
■
或
い
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

.よ
う
な「

古
い

.

.含

.

.0

'

„
リ67
を

.
ず

0

國」

と
、
そ
の
他
の
ス
タ
ー
リ
ゾ
グ
地
域 

1

.，パ

-
か

射

、
の
メ
ン
バ
！
の
よ
う
な

「

新
し
い
國

」

と 

S

4X
7

^

:の
間
に
截
然
と
.し
た
區
別
が
な
く
な
つ
'た 

2
ノ 

ロ，
,
,

1

諸
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
戰
前
の
古

.い
國

の. 

ot
l

, m
キ

"
I

 

，
資

本

勘

定

の

俊

權

國

と

し

て

の

.特

徴

的

な 

ず

へ

g

地
位
は
、
！̂

1<
;
，
の
場
合
の
よ
う
に
^

含

合

.れ

、な
わ
れ
た
か
、
ア
イ
ル
ラ
ン
厂
の
場
合
の

.

I 

t . 1
1

よ
う
に
損
な
わ
れ
た
。
他
方
、
他
の
.メ
ン 

P 

M .價
口 

^
に
：

.
バ
ー
諸
國
、
卽
ち
新
し
い
國
の
か
つ
て
の 

f

名

.セ
む
メ
こ
變
務
國
の
地
位
は
、
イ
シ
ド
そ
の
他
の

. 

中

合

I
.2.
.
'3.
か
植
民
地
の
よ
う
に
俊
權
國
の
地
位
に
變
化

■ 

,

1

0す
る
か
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
地

.

貸方 借方

投 資 4500 500
殘 高 800* 800

1 合 計 5300 1300
?  • *金 準 備

( 単 位 1 0 0 萬 ポ ン ド ）

贷方 借方

投 赘 ’ 4200 1000
借 款 500 2200

. 殘 高 1300 3600
? 合 計 6000.
. ... ••：

6800

軍 位 1 0 0萬ポンド、

■

ジ
.
1

ラ

ゾ

ド
 

.
の

.よ

う

に

H
 

リ

偾

權

國

の
 

地

位

に

進

む

_

こ

と

に

- j

:

つ 

て
I

に

修
 

H

さ

れ

た

。 

■
こ

の

廣

務

國

,
,

 

'
へ

I

V

-

. 

フ
s

i

:

ふ

權

國

の

地
位
の
變
化
は
、
更
.に
次
の
よ
う
な
別
の
面
を
構
成
し
て
い
る
0
卽
ち
、
 

f
E收
茭
の
探
究
の
中
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
海
外
ス
タ
ー
ト
ン
グ
諸
國 

は
以
前
よ
り
も
遙
か
に
大
き
な
殺
割
を
’演
じ

て

い

る

が

、
へ
恰
度
そ
の
よ
う 

に

、.資
本

勘

婼

に

：
つ
い
'て
も

亦

、R
*.
$
，
<
'.
の

相

對

的

地

涖

は
.同
様
' 

に
變
M
さ

れ

た

。

こ
の.傾
向

が

將

來

ど

う

な

る

か

.
は

別

と

し

て

も
、
.
..ス
タ 

h
リV

ダ
地
域
の•重
心

に

顯

著

な

變

化

が

生

じ

た

こ

と

は

明

ら

：
か
：
で

ぁ

I 

る
0 

,
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
價
格
上
で
.は
な
く
て
、
賢
質
的
變
化
の
中
の
：
 

.あ
る
も
の
は
、
制
度
全
蹬
に
と
つ
て
內
部
的
移
動
に
す
ぎ
な
‘

る

い
^

^
 

K
>
.

<
が
司
湏
ね

.

套

汉

力

ち

免

れ

た

と

_
い

ぅ

こ
.
.と

を

敷

朱

し

た

。

：同
1

に

、.
'
.戟

後
、

R

 

ン.

A

、

が
戰
前

よ

り

遙
か
に

#

ベ

の

置

を

輸

入

し

た

と

い

ぅ

.
こ

と

は

、

u

 

’

が
遙
如
に
少

.

な
く
_

し

5
^

 

に
對

應

し

た
。
そ
れ
故
、
.： 

と

し

て

.
こ

の

よ

ぅ

な

變

化

ば

、
.K

.

タ

ー

リ

ゾ

グ

地

域

內

の

- S

心

の

變

.
if
す
る
以
上
の
こ
と
は
.し
な
.か
つ
た
、
の
で
あ
る
が
、'，.
.重心
，の
.變
ル

 ̂

..く
'：
.
.
'
... 
.
/■'
 

. 

. 

,
>

.-
•
.

,
.

: 

.

s

s
 

ぐ

.

い
う
こ
と
墨
は
、
ス̂

:：^

:

^

^
っ
-て
は
重
大

-

S
 

る
。

.
;
Kタ
ー
リ
ン
グ
地
域
.の
異
質
的
構
造
V
卽
ち
U
.
K*-
のH
業
國
と
R
.
* 

s

i

,の
農
業
國
よ
り
成
る
と
い
}
_造
.は
、
成
程
、
.安
定
の
た
め
に
'

..
は
有
利
で
あ
る
と
，は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
は
又
、
各
地
域
の
利
害
關
係
が 

相
反
す
る
と
い
：う
こ
と
で
あ
る
。
こ
め
■こ
と
は
、

一
つ
の
メ

カ 

一
一
/
'
ス

ム

の 

中
に
s
成
さ
れ
て
い
る
各
舉
位
が
夫
々
㈣
自
の
意
志
を
も
つ
と
い
う
こ
と 

で
あ
：っ
て
、
メ
ゾ
バ
ー
各
國
が
、

「

彼
ら
の
必
要
に
目
覺
め
、
自
主
的
金 

融
政
策
>へ
..；の
道
..
を
感
じ
る」

よ
う
に
な
る
に
っ
れ
、、傳
統
的
で
あ
っ
た
中 

:
央
；か
ら
.の
.指
令
や
.外
國

か

ら

課

せ

ら

れ

る

政

策

に

從

つ

て

ゆ

く

こ

と

.を

嫌 

う
よ
う
に
な
.る
の
で
'̂
..2
.;。_か
く
し
.て

„
ー

 
ュ
ー
ジ.丨
ラ
シ
ド
に
お
.い
て
、次 

,
の
：よ

う

に

指

摘

さ

れ

た

。

「

過
.去
に
お
い
て
は
、
我
が
銀
行
組
織
の
根
本 

.

_
的
弱
點
は
'
六
っ
の
獨
立
の
理
事
會
、
そ
の
中
の
一
っ
だ
け
が
-

1

ュ
ー
ジ 

1
ラ

-'
<
卜
に
本
部
を
も
.っ
、
そ
.う
い
う
理
事
會
の
手
中
に
そ
の
支
配
が
握
、
 

.ち
れ
て
-

>

た
と
い
う
事
實
に
.あ
る
。

ニ
ュ
，丨
、シ
ー
ラ
ン
ド
の
金
融
に
關
す 

:

:る
事
項
は
、
.か
く
.し
て
、：
殘
り
の
五
つ
の
理
事
會
の
あ
る
大
ブ
y
テ
ン
と 

オ
ー
.スK

 IK

リ
ア
か
ら
大
部
分
交
配
さ
れ
.た…

…

。
こ
の
よ
う
な
狀
態
忙
.

'

:.
'お
い
ヤ
は
：、
.こ
の̂治
領
.の
人
.民
の
經
濟
的
安
定
とI

般
的
福
祉
を
I
 

. 

.

す

る
た
め
に
特
に
‘計
蠻
さ
れ
た
、
明
確
な
、
或
い
は
意
識
的
金
融
政
策
を 

決
し
て
:%
つ
.ご
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
'は
明
瞭
で
あ

る
O
J,

〕

の
よ
う
な 

外
國
の
和
心
地
か
ら
の
突
.配
，に
對
す
る
嫌
悪
は
今
日
に
お
い
て
は
一
般
的
■.
 

-
.に
み
ら

れ

る

。そ
の
原
因
と
し
て
、
-
.
-
.
:

:

(

1
> 
原
理
上
、
只

.，
8
>
<
-
諸

國

に

お

け

る

そ

の

.時

の

意

見

か

ら

•' ' 

.... 

.

.

、.

.

V
. 

.

'

.

.

.

.

.
:ン
フ

：

：
：.：.：
，
.五
'五

：.(

八
四
三
"
ソ



.雷
學
食
雜
誌
第
四

f

七
卷
第
八
號

'

‘

：

'

偏
向
し
や
す
い
と
い
う
信
念
。
 

.

,

ノ 

(
2)
政
策
寧
項
に
っ
き
立
案
中
、
或
い
，は
勸
货
の
際
、
地
方
f

に
.

*

っ
き
、
時
々
、
不
宠
分
な
注
意
を
與
ぇ
る
と
い
う
確
信
。

.

.

(

3

y
銀
行
と
金
融
に
關
す
る
事
項
に
寶
任
あ
る
地
方
權
威
に
壓
カ
を 

■
か
け
.る
と
い
う
疑
心
。

.

の
三
っ
が
擧
げ
ら
れ
て
い
^

こ
れ
七
は
、
具
體
的
に
は
國
內
の
政
策
に

.っ
い
て
外
國
の
中
心
、
英
蘭
 ゝ

銀
行
か
ら
の
f

に
對
す
る
不
評
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
。
.
.
.
.
'

こ
れ
ら
の
戰
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
ダ
地
域
の
諸
特
徴
は
、
そ
の
_

は
經 

濟
的
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
制
度
の
政
治
的
、
行
政
的
蓮
盤
が
變
革
さ
れ
た
' 

こ
と
と
も
關
係
が
あ
る
。卽
ち
.本
稿
の
前
半
に
お
い
て
强
調
し
た
新
、自

治

" 

領
の
成
立
、
ィ
ン
ド
、
。ハ
キ
ス
タ
ン
、
セ
ィ
ロ
ゾ
及
び
ビ
ル
マ
の
獨
立
の 

政
治
i

と
し
て
の
册
現
は
、
制
度
內
の
勢
力
均
衡
關
係
.を
變
M
し
、
典

■通
の

政

策

を

協
！：

疋
し
、
：
そ

れ

を

實

效

あ

ら

し

め

る

こ

と

を

益

々

困

難

に

さ 

clo〕 

I

-
 

• 

■

せ
た
、
の
で
あ
る
.0
^
え
、は
、
ポ
.ン
ド
爲
替
に
つ
.い
て
_み
る
と
、
.ス
タ
ー

リ
ン
グ
地
域
内
の
幾
っ
か
の
國
は
、
ボ
ン
ド
と
平
價
の
通
貨
を
雜
持
し
て

.

い
る
がV

他
の
諸
國
，で
は
、
最
近
に
お
い
て
異
な
っ
た
理
曲
に
ょ
っ
て
、
：

,

變
化
す
る
狀
況
に
應
じ
る
た
め
に
爲
替
レ
ー
ト
.を
變
化
さ
せ
る
べ
き
場
合

を
.見
出
し
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
問
題
は
、
折
々
、
か
な
り
長
：

.
期
に
わ
た
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
る
。
戰
後
に
お
い
て
現
存
の
レ
ー
ト
の
再

.

調
整
に
對
す
る
提
案
は
免
ず
ィ
ゾ
ド
に
起
っ
た
。
ィ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
，

.

そ
の
通
貨
で
あ
る
ル
ビ
I
は
一
九
.ニ
®
年
以
來
安
定
し
て
い
た
が
、
新
し

I
レ
ー
ト
が
選
ば
れ
る
に
際
し
て
は
多
く
の
異
論
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

,

' 

.
'
.
' 
く
，
 

.茧
六
.

(

八
四
四)

こ
へ
の
場
合
、
嚴
密
に
經
濟
的
な
議
論
は
、
民
族
獨
立
の
表
象
と
し
て
の
.戽 

主
的
政
策
の
形
成
ど
い
う
1
う
な
、
そ
し
て
又
、
.切
下
げ
ら
れ
た
ル
ピ
！ 

が
イ
ン
ド
產
業
に
馏
ら
す
と
思
わ
れ
る
利
益
に
つ
い
^
の
確
信
の
よ
う
な 

他
の
^
慮
に
.よ
つ
て
强
め
ら
れ
た
。
と
も
か
く

.%
ボ
ン
ド
が
ド
ル
.に
對
し 

.て
切
下
げ
ら
れ
た
時
.に
、
イ
ソ
ド
も
、
ル
ビ
ー
を
、
ポ
ゾ
ド
と
の
以
前
の 

—
を
雜
持
す
る
だ
け
の
切
下
げ
を
行
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
イ 

ン
ド
自
身
の
自
主
的
決
定
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
だ
。
そ
し
て
そ
の
理
田
は
、
 

も
し
切
T-
-げ
な

，
げ

れ

ば

、

.
イ
ン
ド
の
國
際
收
家
は
ポ
ゾ
ド
に
對
す
る
切
上 

.げ
に
よ
る
緊
張
に
耐
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
 

イ
ソ
ド
の
官
報
に
、
.「

轍
出
、
■輸
入
と
も
、
イ
ゾ
ド
の
贸
晶
は
、
非
常
に 

大
き
な
部
分
が
ス
タ
ー
リ
ン
ダ
地
域
諸
國
と
の
贸
易
で
あ
り
、
且
つ
価
格
. 

水
準
が
既
に
非
常
に
高
い
の
で
、
イ
ン
ド
の
競
爭
上
の
地
位
を
掘
り
く
ず 

し
、
そ
.の
轍
册
の
大
.
部分
'の
た
め
の
市
場
を
危
險
に
な
ら
せ
る
こ
と
な
し 

.に
、
ル
ビ
ー
が
、
ボ
ン
ド
に
對
し
て
切
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ 

.
§
、j

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。苗
治
領
が
2
1主
的
な
金
融
制
度
を
も
つ
の

，に 

反
し
て
、
植
民
地
は
政
治
的
に
も
U

/

Kノ
の
支
配
卞
に
あ
り
、
そ
の
金 

.融
制
度
の
中
心
は
U 

• 

K 

•

に
あ
る
た
め
、
，U
.
*
K
•
が
序
價
切
下
げ
を 

行
な
い
、
.植
民
地
も
之
に
應
じ
て
切
下
げ
を
行
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
な 

ら
ば
、
强
制
的
に
こ
の
處
置
を
と
る
よ
う
指
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で 

あ

る

。
，之

に

反

し

て

、

II
I
治
領
の
場
合
'は
、切
下
げ
る
か
否
か
の
決
定
は
、
 

自
主
的
、
卽
ち
各
國
の
經
濟
的
利
益
の
觀
點
よ
り
行
な
わ
れ
る
故
、
イ
ン 

ド
の
よ
う
に
、
直
ち
に
ル
ビ
ー
の
切
下
げ
を
行
な
つ
て
u 

.
K
•
の
平
價
切 

下
に
追
從
し
た
例
も
あ
.る
と
同
時
に
、
パ
キ
ス
タ
ゾ
の
ょ
ぅ
忆
そ
ぅ
し
众

か
つ
た
國
も
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
は
從
來
の
ド 

ル
と
の
比
率
を
維
持
•し
た
の
で
、
ポ
ゾ
ド
と
ル
ビ
ー
双
方
に
對
し
て
切
上
' 

げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る

。

.

. 

.

.

•

こ
の
よ
う
に
、
.ス
-タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
禪
造
の
.基
盤
に
異
質
的
な
夫
 々

の
條
件
が
あ
る
時
、
政
治
的
な
獨
立
の
風
潮
と
共
に
、
經
濟
的
に
も
地
方 

分
權
の
動
向
が
ん
ら
れ
る
。
先
に
指
摘
し
た
、
戰
後
の
ス
タ
ー
リ
ゾ
グ
地. 

域
內
の
筑
心
の
移
動
は
、
_「

共
通
の
政
策
を
協
定
し
、
之
を
實
效
あ
ら
し
' 

め
る
こ
と」

の
困
難
を
增
加
さ
せ
た
。
迎
邦
關
係
の
發
達
と
共
に「

協
議 

と
協
力」

が
强
調
さ
れ
.な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、そ
の
結
果
で
あ
る
べ
き「

共 

'通
の
政
策」

.の
決
定
が
困
難
4
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
こ
こ
に

.一

K

う 

「

共
通
の
政
策」

と
は
、
U

V
-K
.中
心
に
決
定
さ
れ
た
政
策
で
あ
り
、

.

之
.に
、
そ
の
他
の
諸
國
が
從
う
こ
と
が
目
_
に
な
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ 

る
か
。
換
言
す
れ
ば
、
ス

タ

ー

リ

ンダ
地
域
と
い
う
一
金
融
同
盟
の
メ
ヵ
、
，
 

-I

ズ
ム
の
た
め
に
は
’、
や
は
り
一
中
心
地
よ
り
の
操
作
が
肝
要
な
條
件
で 

あ
る
の
か
。
と
す
れ
ば
、自
出
と
平
等
に
碁
、っ
く
連
邦
關
孫
の
發
達
は
、
ス 

タ

ー

リ

シ

ダ地
域
制
度
の
圓
消
な
運
營
と
矛
/1
-

す
る』

の
'で
あ
る

。
R

.
 

♦ 

s
'
A .
の
メ V

、

ハ
.
1内
に
、
彼
ら
は
、
，制
度
全
體
に
と
つ
て
高
度
の
重
.. 

.要
性

の

あ

る

決

定

，
に

っ

い

て

相

談

を

受

«:
.す
、
政
潘
の
形
成
に
っ
い
て
平
. 

等
に
參
與
し
な
か
つ
た
、
と
い
う
^
念
の
あ
る
こ
と
は
、
.こ
の
制
度
の
運 

營
に
と
つ
て
根
本
的
な
_
難
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
當
双
、
.ス
タ
ー
リ
ゾ 

グ
地
域
の
凝
集
力
を
害
す
る
。
.こ
：の
よ
う
な
批
判
の
壓
カ
に
よ
っ
て
、
政 

策
作
成
と
、
技
術
的
水
準
の
双
方
に
っ
い
'て
、
か
っ
て
常
で
，

S

っ
た
以
上- 

g
充
分
方
協
議
を
準
備
し
.よ
う

：と
い
'う
命
て
が
な
さ
れ
#
0
V
か
く
し
て
、

英

連̂

の
.
.統
.
.
1ノ 

に
つ

い'.
'
.て.
：の̂
.

え
.

-#
.(

下)

？
.
：
 

；

. -

.

一
九
四
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
.て
連
邦
代
表
の
ド
ル
危
機
に
つ
い
て
の 

會
合
が
あ
り
、
.
一
九
四
九
年
に
、
洱
び
、
連
邦
の
各
大
藏
大
搿
が
&
ン
ド 

ン
で
、
現
在
彼
ら
の
直
面
し
て
い
る
緊
急
な
經
濟
問
題
、
特
に
最
近
數
ヵ 

月
の
、ス
'タ
I
リ
ゾ
グ
地
域
の
淦
と
ド
ル
準
備
の
水
準
に
關
係
1
て
、
意
見 

の
交
換
の
た
め
に
集
つ
.た
。
こ
れ
は
、
連
邦
の
大
踣
達
：が
、
眾
に
ロ
.1<
:
* 

よ
つ
て
旣
に
爲
さ
れ
た
決
定
を
知
ら
さ
れ
る
代
り
に
、
ス
タ
I
リ
ン
グ
地

.

域
全
體
に
對
し
て
の
政
策
形
成
に
參
加
す
る
た
め
に
集
め
ら
れ
た
最
初
の 

も
の
と
し
て
.、
あ

る

點

に

お

い

，
て

新

し

い

扮

發

で

4

つ
た
、
と1K

わ
k
び
。

か
く
し
て
、
こ
こ
に
至
つ
て
連
邦
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
ス
タ
ー
リ
ン 

ダ
地
顧
に
お
い
て
も
亦
、
協
議
と
協
力
の
必
要
と
い
う
こ
と
が
浮
び
上
つ 

v

來
た
の
で
あ
'る
。.
_こ
の
こ
と
は
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
弱
體
を
意
味
す
る
も 

の
.で
は
な
ぃ
で
ぁ
ろ
う
か
。&

的
條
件
と
し
て
重
心
の
麵

-
w的
條
吟 

し
て
軍
事
的
、
政

治

的

規

制

ニ

I
T

ム
^

は
今
日
に
、

_

一
 
方
的
指
令
に
よ
る
こ
と
が
^

0

ダ
ッ

 ̂

は
ス
^

の
結
が
の
紐
帶
と
し
ix
'
f
?資
本

の

，
存

莊

汝

指

摘
 

し
、：
.述
邦
の
進
展
、
政
治
的
圆
艰
は
、
眞
の
紐
帶
で
あ
る
金
融
資
本
を
隱 

■蔽
す
る

「

薄
い
マ
ン
ト

」

：
^!
^!
>̂
i
A
Jし

て

い

る

.と
い
、
幾
ら
薄
く

て
も
そ
れ
は
や
は
り
、
機
構
の
運
營
の
ブ
レー

キ
と
な
つ
て
い
る
の
.で
は
.

.
'な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
'協
議
と
協
力
と
い
う
よ
う
な
抽
象
的 

な
も
の
が
强
調
さ
れ
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
.の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
'

'
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11
英
本
國
の
社
會
主
義
化
の
影
響 

l

i
黨

の

外

交

政̂

—

:

#

國
か
.ら
述
邦
へ
の
名
稱
の
變
化
に
對
膘
す
る
英
本
國
に
ど
っ
て
の
實 

質
：的
變
化
と
し
て
、
少
な
く
と
も
次
.の
こ
と
は
指
摘
し
て
も
よ
い
と
悤
，
 

5

0
 

• 

»

a 

T
 

V
國
際
的=

非£1!

人
自
治
領
の
出
現
、H

丨
ル
及
び
ビ
ル
マ 

の
迪
邦
よ
々
の
腺
退
0

, 

(

2)

國
內
的=

社
會
主
義
化

.0 

b

(

1)

、英
連
邦
全
瞭
の
そ
の
他
の
世
界
に
對
す
る
經
濟
的
、
.政
治 

的
、
き
事
的
な
相
釾
的
弱
體
化

,°

(

2)

英
本
國
の
、
そ
の
他
の
連
邦
メ
ン
バ
ー
諸
國
に
對
す
る
r 

'
へ
へ
：

經

濟

的

、

政

治

的

、

軍

事

的

な

相

對

的

弱

體

化

。

■

a(

は)

、

b (

1)
(

2
>
は
相
互
に
照
應
す

る
も
の
で
‘あ
り
、
旣
に 

若
干
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。
今
、
こ
の
稿
を
終
る
に
當
り
、
最
後
の
問 

'題
と
し
て
、

a(

2
.

)

に
つ
き
附
言
し
て
お
き
た
い
。

:
:ダ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
英
帝
國
の
沒
落
"
英
本
國
の
沒
落
、
で
あ
る
。
し 

か
：
し一

殷

に

は

、.帝
國
の
沒
落
が
、
.連
邦
に
よ
つ
て
代
置
さ
れ
た
と
み
ら 

れ
て
い
る
の
と
同
樣
に
、
.英
本
國
に
お
い
て
罾
ネ
3£
義
が
沒
落
し
た
こ
と 

/を
認
め
て
も
、
そ
れ
が
英
本
國
の
沒
落
で
あ
る
と
は
み
な
い
。
資
本
主
義 

.は
社
會
主
義
に
よ
っ
て
代
ら
れ
た
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
英
本
國
が
現 

.在
、社
會
主
義
國
で
あ
る
か
否
か
は
、社
會
主
義
の
定
義
如
何
に
依
存
す
る 

.が
、
置
要
®

^

®

^

、
«•
■
力

、

，ガ
ス
、
國
內
運
輸
、
鐵
銅)

の
國
有
化
、

;

社
會
保
障
制
度
の
確
立
、
ft
税
に
よ
る
所
得
の
稗
分
配
、
の
三
っ
に
，よ
っ 

,て
、
英
本
國
が
少
な
く
と
も
社
會
主
義
化
し
た
.こ
と
は
認
め
ら
れ
る
で
あ 

ろ
う
。
そ
し
て
^
働
黨
が
政
權
を
失
っ
て
も
、
事
態
は
旣
に
' 
以
前
の
資 

本
主
義
に
戾
る
こ
と
が
不
可
能
な
段
階
に
達
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、
政 

府
で
は
な
く
て
大
衆
が
如
上
の
社
會
主
義
化
を
望
ん
で
を

り

、

普
通
選
擧 

:

..法が
失
な
わ
れ
な
い
限
り
、
大
衆
の
意
に
反
し
た
政
策
を
行
な
う
政
黨
は 

政
權
に
つ
け
な
い
か
ら
で
あ%

。

社
會
主
義
國
の
帝
國
主
義
的
政
策
、
と 

• :

い
う
こ
と
は
經
濟
理
論
上
か
ら
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
從
つ
て
、
現
在
に

. 

,

お
け
る
英
本
國
.の
帝

國

主

義

を

批

判

す

，る

ダ

ッ

ト

は

、

當

然

、

英

本

國

は

.，

.

未
だ
資
本％

義
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
、
英
國
の
勞
働
黨
はr

勞
働
貴
族」

 

の
ー

團

で

あ

り

‘
、「

勞
働
帝
國
主

義j 

.の擔
い
手
で
あ
り
、
彼
ら
は
英
國

大
衆
.の
眞
の
社
會
主
義
へ
.の
志
向
と
は
無
緣
で
あ
る
と
觀
て
い
る
の
で
あ

■る
か
ら
、
そ
れ
.は
そ
れ
で
11
畠 
一
K
し
て
い
る
。
'し
か

-1
.英
國
が
社
會
主
•

義
化
し
た
こ
と
も
事
實
で
.あ
つ
て
V X

.

ッ
チ
ソ
ン(

H
u
t
c
h
i
s
o
n
)

は「

十

九
世
鮏
後
半
、
或
い
は
今
世
紀
.の
初
め
三
.〇
年
間
に
お
い
て
さ
え
用
い
^;

れ
て
い
た
よ
う
な
言
葉
に
お
け
る
意
味
で
、
.ィ
ギ
リ
ス
の
資
本
主
義
制
度

.

(

2〕

.

.

に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
も
は
や
.不
可
能
で
あ
る」

と
！L

い
て
い
る
。

.連
邦
並
び
に
ス
タ
ー
リ
ン
ダ
地
域
の
中
心
と
し
て
の
；
：
；
,
.
K

 
.
が
も
は 

や
、
資
本
主
義
で
な
い
.七
い
う
じ
と
は
、
資
本
主
義
の
最
高
の
段
階
で
あ 

る
帝
國
主
義
時
代
の
帝
國
主
義
國
で
あ
る
べ
^
U
.
K
*自
It
が
も
は
や 

資
本
主
義
國
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
當
然
、
.帝
國

'
 

そ
の
も
の
の
_

に
變
化
を
虫
じ
さ
せ
た
と
^
想
さ
せ
る
。
變
化
を
.受
け 

た

結

果

が

連

邦

の

誕

生

，
で

あ

る

と

い

.つ
て
.し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る 

が
、
こ
こ
に
勞
働
f

下
の
英
國
の
と
つ
.た
外
交
政
策
を
檢
射
七
.て
み
.よ

う
0
:
'

 

.
 

.

.
 

.

..'

.
ン 

.

S

'

‘
.

勞
働
谶
政
府
の
外
務
大
臣
.ベ
ヴ
ィ
ン(Bevin).

は

、

一..
九

四

六

年

に.
 

.「

我
々
は
英
帝
國
を
犠
牲
に
す
る
用
意
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
も
し
英
帝 

.國
が
沒
落
す
れ
ば…
—

そ
れ
は
、
我
々
成
員
の
生
活
水
準
が
德
だ
し
く
下 

落
す
る
こ
と
を
知
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る」

\と
宣
言
し
た
。
ダ
ッ
ト
に
よ 

れ
ば
、
勞
嫩
黨
帝
^
王
義
は
、
第
二
次
大
戰
後
ア
ト
、リ
ー
勞
働
黨
政
府
の
一 

時

に

頂

郾

に

達

し

た

广

ア

ト

.リ
ー
內
開
は
、

マ
レ
ィ
、
ア
ブ
：リ
ヵ

等
で
植 

.民
地
戰
爭
を
行
な
.い
、
ア
メ
リ
ヵ
帝
國
主
義
と
タ
-Y
.ア
ッ
ブ
.し
勒
備
を
擴
•
 

張
し
、
國
內
經
濟
を
逼
迫
さ
せ
、
更
に
第
三
次
大
戰
の
準
備
.を
行

な

つ

 

た
。'-
帝
國
主
義
の
經
濟
的
困
難
の
解
決
は
、
植
民
地
搾
取
忙
，求
め
ら
れ
、
，
■:
'

英
連
邦
の
統
一
ド
っ
ぃ
て
の
鳧
ぇ

#

(

下)

•、

第
二
次
大
戰
後
、
先
ず

.マ
へ
レ
イ
、
次
い
で
中
東
の
石
油
、
第
三
に
ア
フ
リ 

.力
植
民
地
が
目
標
と
さ
れ
た
。
し
か
し
マ
レ
イ
で
は
民
族
主
義
表
の
抵
抗 

に
遭
い
、
中
東
に
お
い
て
も
イ
ラ
ン

の
汩
汕
產

業
の
國
有
化
に
直
面
し
.た
' 

令

日

、
專
ら
ア
フ
リ
カ
に
そ
の
努
力
が
集
中
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
が 

•

勞
働
黨
政
府
の
食
糧
相(

一
九i

六
丨
五
0
$
,ス
ト
レ
イ
チ
イ

(
S
t
?

 
c
h
o
y
>

に
ょ
：つて
企
て
ら
れ
た
、所
謂

ピI

ナ
ッ
'ッ
計
ff
i
で
あ
る
。
こ
れ
は 

一.九
四
六
年
の
春
に
開
始
さ
れ
た
も
の%

. 

United Africa 

O
O
P
. 

p
a
n
y
.

が
勞
働
餵
政
蹄
に
參
加
を
招
聘
し
た
も

.の

.で
あ
る
。
.政
府
は
そ
の 

費
用
を
負
擔
す
.る
.こ
と
を
決
定
し
、
タ
シ
ガ
1ー
力
、
北
口 

Iデ
シ
ァ
、
.
ヶ 

.ニ
ヤ
に
お
い
て
.
|
!
1
1

大
な
ピ
ー
ナ
ッ
ッ
の
ブ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
を
確
立
す
る 

た
め
^
:
:最初
^
1
1四
、パ
.〇
0
〇
、
〇
0
〇
ポ
シ
ド
、そ
の
後
毎
年
、七
、

七
五
〇
、0

0
0

ボ
ン
ド
の
資
本
を
投
下
し
た
の
で
あ
る
。
'プ
ラ
ゾ
テ
ー 

レ
ョ>V

に
お
い
て
は
、
三
萬
人
の
ア
フ
1
力
人
賃
金
勞
働
者
が
植
民
地
的 

賃

金

率

で

勞

働

し

た

と

い

ぅ

。

こ

の

計

醫

を

社

會

；
王
義

^'
で
あ
る
ス
ト
レ 

.
イ
チ
イ
、
.
Hリ
IE
確
に
は
、
.戰
前
は
勞
働
黨
左
派
で
あ
り
、
今
日
中
間
派 

で
あ
る
ス
ト
レ
イ
チ
イ
は
、

■

「

犬

『

社
會
主
義
的
計
畫』

或
い
は
、
私
的

. 

也
^
と
政
府
企
業
と
財
政
の
方
法
と
i

.の

奇

妙

な

且

つ

興

味

あ

る

^

合 

物」

.と
稱
し
.て
い
る
。
.し
か
し
®
際
に
は
、
叢
林
の
開
拓
に
當
初
の
見
積 

の
一
〇
倍
の
費
用
が
が

り

、

三

、

一
ー
五
0
、

0

0

0エ
丨

カ

ー

と
い
ぅ
當 

初
：の
目
的
は
、

一
九
四
九
年
に
.は
六
〇
〇
、
〇
〇
〇H

丨

ガ

ー

に
削
減
さ 

れ
た
。：

一.九
五
〇
年
に
於
ニ
1
0、
〇
〇
〇H

丨

カ

ー

に
㈣
減
さ
れ
、

一
 

九
五

1年
に
遂
.、に
、
三
六
、
五
〇
〇
、
0
〇
〇
ボ
ン
ド
の
襲
央
を
も
つ
.

:

て
：
こ
、
の
計®
は
，霞

棄

ざ

れ

た

の

で

あ

る

。
.、旣

に

開

拓

ざ

れ

ぬ

小

地

域

は

牧

.
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:

-

3
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田
學
會
雑
認
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第
四
十
セ
卷
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:
.笫
八
號
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•:
-

,

'

ぐ

場
(
c
a
t
t
l
e
g
r
a
z
i
n
g
)

又
は
ー
殷
の
農
業
の
た
め
に
引
渡
さ
れ
た
。
 

し
か
し
港
と
鐵
道
は
計
褽
通
り
完
成
す
る
こ
と
に
決
婼
さ
れ
た
。

「

か

く

'■ 

し
て
> 

.こ.の

.
M

額
の
支
出
の
二
部
分
は
、
た
と
え
ア
フ
リ
カ
人
文
は
イ
ギ 

リ
ス
人
民

(O
'經
濟
的
i

に
つ
い
て
の
華
や
‘か
な
約
束
を
履
行
す
る
こ
と
.
' 

に
売
全
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
鐵
道
、
遣
路
、：
港
、
空
港
の
建
設
に
ょ
.

つ
て
、
東
ア
ブ
リ
力
の
窜
事
基
地
の
開
發
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
イ
ギ
リ 

'ス
带
國
主
義
の
戰
略
的
計
霰
に
奉
仕
し
た
の
で
.あ
る
ぷ
，：

'

.
こ
の
ょ
う
に
し
て
ダ
ッ
ト
は
、
.勞
働
黨
政
府
は
保
守
黨
と
同
じ
線
の
上
：

に
帝
國
主
義
政
策
を
行
炎
つ
た
の
で
あ
り
、
勞
働
黨
帝
國
主
義
の
特
徵
的 

表
現
と
し
て
、
勞
働
黨
議
員
ゥ
ィ
ヤ
ッ
ト(

W
y
a
t
t
)

の

一

九

五

ニ

'
年

三 

月
ニ1

日
の
演
説
中
の
言
葉「

我
が
眾
隊
を
マ
レ
イ
が
：ら
撤
退
さ
せ
た
ら
、
. 

我
が
國
際
收
支
に
如
何
な
る
事
態
が
生
.じ
る
で
あ
ろ
う
か
、J

を
引
，用
し
て 

い
る
？
し
か
し
な
が
ら
他
方
に
お
い
て
、
フ
エ
./ヒ
ア
ゾ
の
見
解
と
し
て
勞
.
 

働

戧

議

員

ハ

ー

レ

イ

(Denis H
e
a
r
l
e
y
)

は

「

か
く
し
て
'(

勞
働〕

黨 

全
體
は
、：
政
府
の
迎
邦
及
び
植
民
政
策
、•

.：
：
就
吖
イ
：ン
ド
へ
の
權
カ
移 

轉
に
純
粹
の
誇
り
を
も
つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
强
國
の
勢
力
關
係
に
つ
い 

て
の
政
府
の
處
理
に
は
、消
極
的
な
吏
持
を
與
え
る
だ
け
で
あ
る
。※
働
黨 

政
府
は
社
會
主
義
で
あ
る
故
に
、
ア
ジ
ア
及
び
ア
フ
リ
カ
の
革
命
的
趨
勢
ン 

に
對
し
て
、
反
對
黨
で
あ
る
保
守
麗
ょ
り
は
る
か
に
大
き
い
.理
解
と
同
情 

を
示
し
た
の
.は
疑
い
な
，い
。
イ
ギ
リ
ス
が
、
今
や
.ア
ジ
ア
に
純
粹
の
友
人 

を
も
つ
て
い
る
唯
-一
の
^
人
國
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ゾ

,K
に
主
權 

の
.移
譲
さ
れ
た
そ
の
連
や
か
さ
と
、
新
し
い
諸
國
家
が
享
け
て
い
る
經
濟 

的
援
助
に
負
う
て
い
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
ら
は
共
.に
保
守
黨
か
ら
.反
對
さ

,

:
.
■
.
■ 

六
〇
.':
.

(

八
四
八)

--

れ
た
も
の
‘で
あ
っ
た
。
政i

は
同
樣
な
理
解
を
中
國
薄
命i

對
し
て
示
し 

た
。
イ
ギ
リ
ス
，の
影
響
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
對
す
る
オ
ラ
ゾ
ダ
の
政
策 

の
變
化
に
っ
い
て
指
導
的
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
佛
印
に
お
け
る
フ 

ラ
ゾ
ス
の
政
策
を
同
樣
に
變
化
さ
せ
る
た
め
に
、
.も
っ
と
努
力
す
べ
き
で 

あ
つ
た
、
と
ロ
で
一
^

こ̂
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
危
機
に
お
い
て
ド

• 

ゴ
I
ル
が
ス
ラ
ゾ
ス
首
相
で
あ
り
、
英
佛
關
係
は
旣
に
シ
リ
ア
を
周
っ
て 

緊
張
し
て
い
.た
の
，で
.あ
っ
た
.

」

と
書
い
.て
い
る
。
中
國
に
關
し
て
は
、
成 

程
、
.中
共
を
承
認
し
て
い
る
英
本
國
は
、
少
な
べ
と
も
之
を
冱
認
し
て
い 

る
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
國
よ
り
も
、
.ア
ジ
ア
の
年
命
的
勢
カ
に
對
し
て
匙
解
と
.
 

同
情
が
あ
る
と
い
つ
て
も
妥
當
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
な
が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ 

ア
問
題
に
っ
い
て
は
、
我
々
は
、
.英
本
國
が
革
命
勢
力
に
對
し
て
友
好
的 

で
あ
つ
た
と
は
如
何
に
し
て
も
認
め
•る
こ
と
が
で
き
.な
い
。.

イ
ゾ
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
オ
ラv

ダ

の「

#
察
行
動」

に
よ
っ
て
生
じ 

た
.オ
ラ
ゾ
.ダ
と
新
生
イ
ゾ
，.ド
ネ
ゾ

.ア
共
浪
國
と
の
怒
带
は
、

一
九
四
七
年 

七

月

末

に

、
，
國

際

述

合

安

'全
保
障
理
事
會
に
提S

さ
れ
た
。
提
出
者
は
、
 

皮
肉
に
も

共
に
連
邦
の
重
要
メ
ン
バ
ー
で̂

る
オ
ー
ス
卜
ラ

リ
ア
砠
罾
と 

イ
ゾ
ド
政
府
で
あ
っ
た
。
こ
の
t>
审
は
、り
安
全
保
障
理
事
會
が
決
定
的
行 

動
を
と
，る)

0
と
が
中
々
.で
き
な
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
遂
に
ア
メ
リ
ヵ
の 

壓
力
が
オ
ラ
ゾ
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
グ
ア

共
和
國
双
方
に
加
わ
っ
た
結
梁
、

一
 

九
四
九
.年
末
に
、
オ
ラ
ン
ダ

か
ら
イ
ン
ド
ネ
ゾ

ア
合
衆
共
和
國
に
、
イ
ゾ 

ド
ネ
グ
ア
に

っ
い
て
の
完
全
な
主
權
が
、
無
條
件
旦
っ
變
贾)

で
き
な
い
よ 

ぅ
に
移
1
ざ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
一
應
の
解
決
を
み
た
。
こ
の
間
、

■
貫
し
て
オ
ラX

ダ
の
"立
場
を
支
持
し
た
國
の
中
に
、
フ
ラ
ゾ
ス
、
ベ
ル

ギ
ー
と
並
ん
で
第
一
次
ア
ト
リ
ー
勞
働
黨
內
閣
治
下
の
英
本
國
が
あ
る
。 

こ
れ
ら
め
國
が
、
安
金
保
障
理
事
會
は
一
國
の
植
民
地
問
題
、
卽
ち
國
內 

問
題
に
介
入
す
る
權
限
を
も
た
な
い
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
立
場
を
支
持
し 

た
理
肉
は
'
こ
れ
ら
の
國
が
.植
民
帝
國
で
あ
り
、
し
か
も
現
在
、
植
民
別 

.
內

部

に

お

い

て

民

族

主

義

運

動

に

惱

ま

さ

れ

て

い

る

た

め

、
..將

來

自

國

が 

.オ
ラ
ン
ダ
の
現
往
直
面
し
て
い
る
ょ
う
な
狀
態
に
陷
つ
た
時
、
國
述
の
干 

渉
を
受
け
る
.

a/

と
に
對
す
る
.豫
防
的
意
味
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の 

點
に
お
い
て
は
、
勞
働
徵
治
下
の
英
本
國
は
、
過
去
の
植
民
帝
國
と
全
く 

，
同

じ

立

場

に

立

つ

て

い

る

こ

と

が

窺

わ

i

る
。
英
本
國
の
場
合
は
、
更
に 

西
歐
の
結
策
の
た
め
に
オ
ラV

ダ
と
の
密
接
な
協
力
を
欲
し
て
い
た
た 

め
、オ
ラ
ン
ダ
と
衝
突
し
た
く
な
か
つ
た
こ
と
も
そ
の

プ

ロ
.

ダ
ッ
.チ
の
理 

ff
l
の

.一
で
あ
る
。
他
方
、
國
迎
に
お
い
て
、
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
國
を
一 

貫
し
て
支
持
し
た
諸
國
は
、
.ィ
ン
ド
、
ゾ
リ
ブ
、
'オ
I
ス
トi

フ
リ
ア
、
ソ 

ヴ
ユ
ト
迎
邦
、
ポ

T
ラ
ゾ
ド
で
あ
る
。
英
ホ
國
は
、
と
こ
に
お
い
て
連
邦 

の
統
.一
.の
た
め
に
、
そ
の
メ
ゾ
パ

I
で
あ
る
，ィ
ゾ
.ド
、
.オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

と
衝
突
し
た
く
な
い
、
と
い
う
矛
盾
に
陷
つ
た
0
通
邦
の
メ
ン
バ
ー
が
英 

本
國
と
.金
く
對
立
ず
る
外
交
政
策
を
狎
し
進
め
た
こ
と
は
、
；
ホ
國
が
、
 

メ
ン
バ
I
諸

國

に

外

交

の

自

生

 
1獨
立
を
認
め
、

か
ら
統
制
し
な
い
と- 

.
い
う
迪
邦
の
理
念
の
眞
で
あ
る
：こ
と
.の
證
で
あ
る
と
し
て
、
揚
言
さ
れ
て
-
 

は
い
る
が
、
こ
の
こ
と
が
英
本
國
の
外
交
政
策
を
困
惑
さ
せ
た
こ
と
ば
否 

め
な
い
。
し
か

-%
、

事

赞

上

は

、

英

本

國

は

.メ

 V*

パ
r
諸
國
の
協
力
を
得 

ら
れ
な
い
ま
ま
.に
、
自
國
の
植
民
^
國
的
政
策
を
主
張
し
た
こ
と
も
明
ら 

.
か
で
'&
る
。
こ
の
ょ
タ
な
_
實
に
.注
目
す
る
と
、
フ
.
Vビ
.ア
ゾ：：

の

一

員

が

V

 

:

.

.英
連
邦
の
.

統
：
1
'

 

に
つ
へ
い
：
て

の

覺

え

バ

C

 

-

.

「

國
際
連
合
は
植
民
地
域
で
あ
っ
た
國
を
、
.最
小
の
流
血
.と
、
東
西
間
の 

關
係
の
最
少
の
轉
過
と
に
よ
つ
て
、
獨
立
國
に
變
形
さ
せ
る
こ
と
を
援
助 

.
す
る
と
；と
に
よ
り
、
ィ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
國
家
の
誕
生
に
大
き
な
役
割
を 

果
し
た
。
こ
•の
こ
.と
は
進
步
的
理
念
.の
純
粹
の
成
功
で
あ
っ
«
。J

と
述

.
 

,

ベ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
全
く
奇
異
の
感
に
打
た
れ
る
。
ソ
連
並
び
に
そ 

.
め
他
の
世
界
及
び
國
內
の
左
翼
的
勢
力
か
ら
の
批
難
を
か
わ
す
た
め
の
宣 

傳

ど

し

か

と

，れ

な

い

の

で

あ

る

。

..少
t
く
と
も
ィ
ゾ
ド
ネ
シ

T
問
題
に
關 

す
る
限
り
、
英
國
の
外
交
政
策
は
舊
來
の
も
の
と
同
一
の
コ
1
ス
を
迪
っ 

.
て
い
る
。
ィ
ギ
.リ
ス
に
お
い
.て
は
外
務
官
僚
の
勢
カ
が
强
く
て
、
彼
ら
の 

宇
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
外
交
政
策
は
、
'政
腐
が
交
代
し
て
も
新
政 

府
の
思
い
通
り
に
は
打
ち
扭
さ
れ
に
く
い
、
と
い
う
實
際
的
事
情
が
あ
.る 

の
か
も
し
れ
な
い
。
レ
か
し
、
と
も
か
く
も
社
會
主
義
國
英
本
國
の
外
交 

_
政

策

に

，、
特

に

社

會

主

義

时

と

稱

え

る

に

値

す

る

ほ

ど

の

特

徵

は

未

だ

見 

當
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。£2

稱
社
會
主
義
外
交
政
策
に
お
い
て
强
調
さ
れ 

.
て
い
る
の
は
、
む
し
ろ
并
麁
主
義
と
の
相
異
で
あ
つ
て
、
英
本
國
の
社
會 

主
義
化
は
、
外
交
政
策
に
格
別
め
變
化
を
簡
ら
さ
な
か
っ
た
。
變
化
は
、
 

.
む
し
ろ
克
本
國
の
主
張
す
る
外
交
政
策
に
づ
い
て
、.
璉
雜
の
メ
ン
バ
-1
の 

,
足
並
は
も
は
や
揃
わ
な
い
と
.い
う

事

賢

で

あ

っ

て

、

•#
メ
ン
バ
ー

諸

國
の 

.免
金

な

良

、
王

獨

立

と

い

'-
5
.こ
と
が
、：
速
邦
の
觀
點
で
あ
る
と
强
調
さ
れ
て 

は
い
る
が
、
連
邦
全
體
の
統
■—
*
と
い
う
觀
點
か
ら
は
、
之
が
英
本
國
の
立
，

'
場
.を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
は
帮
え
な
^ 8
0

'

「

協

議

と

協

力

」

.の

重

要

性 

.の
强

調

は

、
統
ー
の
紐
帶
の
，
實

體

的

基

礎

の

.薄

弱

化

の

一

證

と

し

て

う

け 

と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ダ
ッ
ト
め

1K

う
よ
う
に
、
述
部
は
镫
來
の
帝
國
と

、 

,
六
一

.(

八
四
九)
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..
全
く
同
様
に
ハ
/金
融

賢

本

；に
.よ
._
り
猶
合
さ
れ
:^
い
...
る
；こ
^-
..ゆ事
實
で
.あ
る
，
. 

と
し
て
も
、
こ
の
紐
帶
も
ま
た
独
邦
關
係
の
發
達
に
よ
り
制
約
を
ぅ
け
、

®
一
少
な
り
と
も
弱
め
ら
れ
て
い
：る
：の

.で
は

な1\
か

と

思

わ

れ

る

の

：
で

，
知

： 

る

。
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>

軍
寧
面
に
っ
い
て

‘

も
同
樣
な
こ
と
氺
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば

'
 

ィ
ギ
リ
ス
の
海
外
戰
讲
に
お
い
て
、
れ
っ
て
自
山
に
使
用
で
き
、
且 

っ
そ
の
主
力
で
あ
っ
た
ィ
ン
ド
兵
は
、
今
ロ
で
は
も
は
や
、
英
本
國

. 

の
意
の
ま
ま
に
は
な
ら
な
い
。

.

.

〔

附
記〕

：
ヵ
ナ
ダ
は
ア
メ
リ
ヵ
と
の
贸
易
關
係
が
密
接
な
た
め
連
邦
內 

に
あ

り

な

が
ら

ド

ル

地
域
に
加
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ボ
ン
ド
よ
り 

も
ド

ル

と
の
關
係
が
密
接
化
す
る
傾
向
は
、
オ
ー

ス

ト

ラ
リ
ア
に
も

、

ニ 

-n
.
.
丨
.ジ

.

.

.丨

ラ

，ン

ド
に
も
み
ら

れ

る
。
..V-
Jの
傾
向
はX

タ
ー

リ

ン
.グ

地
域
、
 

，
ひ
い
，て

は

連

邦

統

一

の

凝

集

力

：を

弱

め

る

。

.
Mに
、
各
地
域
の
國
際
收
支 

.の
殘
，高

を

、

英

本

國

に

結

集

、

凍

結

寸

る

：と

.い
ぅ
制
度
が
廢
止
、
若
し
く 

ば
緩
和
さ
れ
れ
ば
、：

I

そ
し
て

現
ヰ
、
そ
の
よ
ぅ

な

傾
商
が
看
取
で
き 

る
の
で
あ
る

.が——

、

ス

タ

ー

リ

シ

ダ

地

域

の

凝

集

力

に

と

り

一

.層

重

大 

な
支
障
を
來
す
で
あ
ろ
ぅ
。
英
本
國
と
諸
植
民
地
と
の
間
の
關
係
に
は

、

つ
.
て
變
化
；ば
生
じ
な
い
と
し
て
％
、
從
o'

て
英
本
國
が
植
民
地
か
.ら 

.全
く
裸
.に
さ
れ
るA

.
J

と
は
な
い
'
に
し
て
も
、3

3!

治
領
に
鄴
す
る
結
集
力
が 

失
な
わ
れ
れ
'は
、
ス
タ
.
1
认

'
ソ

グ
地
域
制
度
の
解
體
と
い
つ

て
も

よ

い
か 

.も
し
れ
な
い
。構
成
要
素
と
し
，て
自
治
、領
を
缺
く
ス
タ
ー
リ
ゾ
グ
地
域
は
、
 

.

も
は
.や
國
際
的
組
織
と
し
て
あ
ま
り
に
も
無
力
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
.

■ 

(

一九五四年四月

〉

I

書

評

及

び

紹

介

.

，

：

> 

■ 

■ 

•
. 

.

山

田

雄

三

著

T

日
本
經
濟
の
計
晝
論
的
考
察

」

.-
:

こ
の
著
作
の
主
驳
な

If
'
的
は
、
日
本
經
濟
を
計
畫
化
す
る
た
奴
に
必
耍 

な
地
な

_ら
し

.的
知
識
を
展
開
し

.て
、
性
急

.な
計
畫
經
濟
的
結
論
を
急
.ぐ
ひ 

と
ひ
と
に
反
省

&'
う
な
が
す
こ
と

.に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

.で
き
よ
う
。
山

'
.

田
博
士
は

す

で

，に

こ

れ

ま

，で

の

いく

っ

か
.

の
著
述
に
お
い
て
で

'
 

も
こ
の

よ

. 

う
な
仕
事
を
橫
ま
れ

て
き
た
.

の
で
あ
る
が
、
本
嘗
で
は
そ
れ
ら
の
業

.辍
に 

基
い
て
さ
ら
に
一

步
の
前
進
を

試
み
ら

.

れ
た
わ
け
で
、

博
士
の
終
始
冷
静

.
 

に
し
て

綿
密
な
反
省
に
は
だ
れ
も
敬
意
を

如
し
ま
な
い
で

あ
ろ
う
。

.
本
瞥
の
.構
成
は
全
體
を
分
け
て
四
編
と
す
る
。
第

一

婦

は

「

日
本
經
濟 

に
お
け
：る
訃
畫
化
の
經
驗

」

と
.題
^
て
、
.
>も
に
日
華
事
變

.以
後
の
.戰
時 

計
輋
の
經
驗
を
語
る
。
：箸
港
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
代
'の
經
濟
計
晝
は
ほ
と 

ん
ど
訐
晝
の
名
に
値
い
し
な
い
ほ
ど
、
混
亂
や
不
確
實
や
準
備
不
足
の
缺

.

, 

陷
を
露
呈
し
て

“
た
。

ft
畫
化
の
試
み
の
樣
々
の
過
程
と
樣
相
を
こ
ま
か 

く
說
明
し
た

'.後で
、
著
者
は
歸

•結
の

一

つ
と
し
て
こ
う
述
べ

.る
，r
tれ
ま

; 

で
.の
日
本

.の
國
家
計
蹵
は

^-
の
時
々
の
緊
急
な
必
要
に
動
ゲ
さ
れ
て
、
眞

.

の
針
邀
自
的
た
る
秧
序
的
な

E
：

標
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
か
っ
た

」

.

(

四 

六
頁)

と
。
ま
た

.計
晝
の
運
營
の
面
に
お
い

'て
も
許
算
性
が
無
視
さ
れ

、
，

• 

資
料
は
甚
だ
し
く
不
滿
で
あ
っ
た
？
こ
の
意
味
で
も
、
著
者
に
よ
れ
ば
在

.

.

. 

來
の
國
家
計
畫
と

.稱
さ
れ
る
も

.の
攸

「

眞
の
意
味
の
計
晝
で
は
な
か
っ

'

た
,-(

陴
七
頁)

.の
で
あ
る
。 

:

と
こ
ろ
.
で
、
著
者
の
い
う
員
の

.

意

味

，：の

訃

畫

と

は

何

を

指

す

の

か

と

'
い 

う
に
、
'

著
者
が
こ
の
；
#

物
の
.

胃
頭
で
：説
.

い
.

て
い
る
と
こ
ろ

に
名
れ
ば
、

■■

1
:

—I
.

蕻
の
結
果
を
見
定
め

.

て
そ
れ
に
適
合
し
た
行
動
を
と
る
と
土
し
を
指

‘ 

す
。

「

要
は
翦
前
に
お
い
て
可
能
條
件
を
さ
ぐ
る
用
意
が
あ
っ
た
か
ど
う

誉

評

及

び

轺

介

t 

‘

、か
に
あ
り
、
そ
の
用
意

.

が
訐
畫
と
呼
ば
れ
る

」
と
も
山
田
敎
授
は
說
明
す 

.

る
。
'
"
'こ
の
定
義
に
'

よ
る
と
計
畫
の
語
義
は
非
常

^

廣
く
、
お
よ
そ
ど
ん
な

. 

.

行
動
‘

で
も
些
細
な
反
省
め
は
い
っ
た
人
間
の
.行
動
は
す
べ
て
と
の
語
の
中 

に
包
括
さ
れ
る
で

.

あ
ろ
う
o

普
通
；に
い
う
故
意
と

.

か
、

合
理
的
と
か
形 

:

容
さ
れ
る
tr
®

は
い
：ず
れ
も
十
分
に
計
晝
的
で
あ
る
と
い
つ
て
よ
い
こ
と 

.

に
な
る
で
あ
ろ
ラ
。
自
由
放
任
の
經
濟
政
策
で
も
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て 

目
的
.
.を
達
成
す
，る
だ
ろ
う
と
い
う
見

.
透
し
の
も
と
に
採
用
さ
.れ
る
な
ら 

.

.
ば
、

こ
れ
を
計
畫
的
と
降
ん
で
支
え
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
逆 

k

十
分
な
•

見
定
め
な
し
に
.

行
は
れ
る
國
家
.の
統
制
や
い
は
ゆ

る
計
畫
經
濟 

は
計
畫
で
な
い
と
い

-

う
こ
と
に
'
な
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
の
宛
義
は
あ
ま
り

.
 

に
廣
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

.

う
か
。：
現
に
著
者
が
そ
の
著
述
の
中
で 

取
上
げ
て
い
'

る
問
題
は
：す
べ
て
、
普
通
に
.理
解
せ
ら
れ
る
針
畫
經
濟
の
問 

題
を
包
括
し
て
■

い
る
が
、：
そ
れ
.

以
外
の
國
家
活
動
や
.個
人
活
動
は
取
上
げ 

て
い
な
い
の
で
あ

.

る
。
許
畫
と
い
.

う
も
の
が
、
多
か
れ
少
か
れ
結
果
を
見 

-

定
め
る
用
意
な
し
に
は
成
立
し
な
い
と
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
し
か
じ
結 

.果
を
見
定
め
る
用
意
，を
も
っ
た
一
切
の
抒
爲
を
針
«
の
中
に
包
含
し
て
計 

畫
經
濟
を
論
ず
る

.

の
は
適
切
と
は
思
わ
れ
な
い

。

.

.

■

.さ
て
、
著
者
が
：眞
の
計
畫

.

の
基
本
問
題
と
考
え
る
も
の
は
、

一

っ.は 

r

秧
序
原：

理」

他
.

の

r

っ
は

「

國
民
所
得
統
計

」

で
あ
る
。
秩
序
原
理
と 

.

は
換
言
す
れ
ば
社
會
主
義
と
か
資
本
主
義
と
か
の
經
濟
體
制
を
'指
す
の
で 

あ
る
0,

し
：か
し
秩
序
と
は
單
に
社

.#

經
濟
上
の
制
度
を
指
す
の
で
な
く
、
 

そ
の
.

よ
う
な
制
度
の
.

下
に
成
.

立
す
る
は
ず
の
^

濟
法
則
を
.指
す
も
の
の
如 

'

ぐ
で
あ
る
。
.

山
.

E

博
士
は
秩
序
機
能
と
い
う
言
葉
で
こ
の
法
則

•

的
關
連
を
. 

'

表
わ
し
て
い
.

る
_

。.
'
.
.た
と
.

え
ば
ス
タ
T

リ

T
V'

の
い
う
社
會
主
義
の
基
本
的
經 

濟
法
則
'

は
同
博
士
に
よ
.

っ.
.て
.マ
ル
ク
ス
忙
缺
け
て
い
充
も
の
を
補
う
秩
序 

.

の
機
能
認
識
で
あ
る
と
解

3

れ
て
|/
>

-

る
。
.

そ
し
て
マ
ル
.

ク
.ス
に
は
秩
序
原 

理
の
考
察
が
缺
け
て
い
た
と
斷
定
す
る
。
は
た
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
の
站
木 

'
.
的
經
濟
法
則
.
は
機
能
認
識
た
る

.

意
味
を
も
.

っ
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
ゴ
丨

- 

, 

六

三

(

八
3£
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